
【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。
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年賀状の準備は 万全ですか！？　
　あなただけの年賀状！ぜひご参考にしてください。
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●　図書館だより　・・・・・・・・・・・・・・２０Ｐ

１１月１日（火）、図書館の仕事の裏舞台も見てもらいました。
みなさん一生懸命に、書架の清掃・整理に取り組んでくださいま
した。おつかれさま＆ご苦労さまでした。

・・・・・・・・・１４１冊
・・・・・・・・・・・２，０５０人
・・・・・・・・・・４，１４１冊

・・・・・１９人

■12月の行事
　★おはなし会　『ひまわり』
　　１２月１０日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１２月２１日（水）／１４時３０分～１５時
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、
　　　　　　　　　　てあそびなどをします。
　
■10月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

（関連記事・・・・・・１５Ｐ）

●   四箇小学校で古代米の稲刈り四箇小学校で古代米の稲刈り

■『職場体験』
　　四箇小学校６年生の女子６名が図書館に♪

■新着図書　ご案内

／水墨画塾編集部・誠文堂新光社
「辰を描く」 ●

／山下 秀樹・誠文堂新光社
「辰の描法」  ●

／ＳＥ編集部・翔泳社
「2012年賀状 イラスト素材集」  ●

／片岡 巌・技術評論社
「かんたん年賀状素材集」 ●

■『多度津町ＰＲ大使』に
　  香川県住みます芸人“どさけん”さん

■平成２４年「経済センサス－活動調査」

　１０月２６日、町民体育館で開催されました「ねんりん
ピック２０１１ｉｎたどつ」にて、『多度津町ＰＲ大使』
として、「どさけんさん」が任命されました。
　「どさけんさん」は、全国４７都道府県それぞれに、吉
本興業の若手芸人が住みこみ、芸人活動として個性や特技
を活かし、地域や街を良くする活動を行う「あなたの街に
住みますプロジェクト」で「香川県住みます芸人」として、
今年の５月から香川県で活動しています。

　多度津町においても、本町の文化や商工観光の振興を図
ることを目的として「どさけんさん」と一緒に、本町の魅
力を全国に発信していきたいと思います。

●平成２４年２月に実施する「経済センサス－活動調
　査」は、全ての企業・事業所を対象に、全産業分野
　の経済活動を同一時点で網羅的に把握する我が国唯
　一の調査です。
●調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の
　産業振興や商店街の活性化などの地域行政のための
　基礎資料として利活用されます。
●支社等のない事業所等には、調査員が直接伺い、調
　査票をお配りします。
●支社等を有する企業には、国、都道府県等が民間事
　業者を通じて本社等に調査票を郵送します。
●調査票は、平成２４年１月末日までにお届けします
　ので、２月１日以降に提出してください。

　　調査の趣旨・必要性を
　ご理解いただき、ご回答
　をよろしくお願いいたし
　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　経済センサスキャラクター
　　　　　（総務省・経済産業省・都道府県・市町村）

●『東日本大震災』義援金の状況
　　（平成２３年１１月１８日現在）
　◎多度津町社会福祉協議会
                 　　１，４５３，４３６ 円　　　　   
　◎多度津町役場
　　　　       １１，７４８，６５０ 円
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人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況

■職員の期末・勤勉手当状況

■特別職の報酬等状況

（平成23年４月１日現在）

■職員の平均給料月額・平均年齢
（平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在）

30万8,800円

40.1歳

平均給料月額

平均年齢

■職員の初任給（一般行政職）

17万2,200円

14万　100円

大学卒

高校卒

■人件費の状況
（平成23年度一般会計決算額）

79億2,148万円

歳出決算額

（Ａ）

15億9,468万円

人件費

（Ｂ）

20.1％

人件費比率

（Ｂ／Ａ）

６月期

１２月期

合　計

1.225月分

1.375月分

2.6　 月分

期　末

0.675月分

0.675月分

1.35  月分

勤　勉

■職員の給与状況
（平成23年度一般会計予算額）

181人

職　員　数

（Ａ）

6億8,850万円

給　料 職員手当

8,024万円

期末勤勉

2億4,578万円

合　計（Ｂ）

職員１人当たり

（Ｂ／Ａ）

10億1,452万円 561万円

■等級別職員数
（平成23年４月１日現在）

６級

５級

４級

３級

２級

１級

13人

33人

39人

60人

20人

30人

6.7％

16.9％

20.0％

30.8％

10.2％

15.4％

課長・主幹

課長補佐・副主幹

係長・主任

係長・主任

主事・技師

主事・技師

主事補・技師補

■職員の任免状況

■採用試験実施状況

■職員数

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

　地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
58
条
の
２
お
よ
び

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
17

年
多
度
津
町
条
例
第
２
号
）
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
度
津
町
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

　

■
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数
に
関
す
る
こ
と

　
　
　職
員
の
任
用
は
、
受
験
成
績
・
勤
務
成
績
ま
た
は
そ
の
他
の
能
力

　
　の
実
証
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
（
地
方
公
務
員
法
第
15
条
）

　
　
　ま
た
、
こ
の
成
績
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
職
員
の
採
用
は
公
開

　
　平
等
の
競
争
試
験
、
あ
る
い
は
選
考
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

（平成22年度〈単位：人〉）
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1

採　用

昇　任

降　任

転　任

定　年

勧　奨

その他

一般行政職

任　用

退　職

技能労務職 合　計

（平成22年度）

（注）１． 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いている。

　　　２．（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きである。

　　　※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。

（各年４月１日現在〈単位：人〉）
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議　会

総　務

税　務

労　働

農　水

商　工

土　木

民　生

衛　生

小　計

教　育

消　防

小　計

病　院

水　道

下水道

その他

小　計

部　門

区　分 職　員　数

平成22年 平成23年
対前年増減数 主な増減理由

一　次

二　次

競争試験

筆記試験

口述試験

試験種類

試　験

内　容

区　分

職　種

申込者数（人）

採用者数（人）

■
職
員
の
給
与
状
況

　町
民
の
皆
さ
ん
に
、
多
度
津
町
職
員
の
給
与
状
況
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公

務
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
て
い
ま
す
。

多
度
津
町
職
員
の
給
与
も
、
職
種
に
よ
り
若
干
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
給
与
制
度
は
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
準
じ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
給
与
に
は
基
本
給
で

あ
る
給
料
の
ほ
か
に
、
期
末
・
勤
勉
手
当
（
民
間
で
い

う
ボ
ー
ナ
ス
）
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
退
職
し
た
場
合
に
は
、
勤
続
年
数
に
応
じ
た
退

職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

－

大卒程度

一般行政職

68

6

体力試験

高卒程度

消防職

3

1

－

高卒程度

技師

1

1

一

　般

　行

　政

特
別

行
政

公
営
企
業

会

　
　計

合　計

21(0)

198(0)

22(0)

195(0)

派遣職員中止による減

業務量増加（地籍調査）による増

人事異動による減

人事異動による減

人事異動による増

給　与　費

（平成23年４月１日現在）

給　料

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

報　酬

79万8,000円

60万3,000円

52万9,000円

36万9,000円

31万7,000円

30万3,000円

給料月額区　分

6月期1.40月分

12月期1.50月分

合計　　2.90月分

期末手当

区　分 職　務

合　計

職員数 構成比

195人 100.0％

103(0)

74(0)

100(0)

73(0)



3 2

人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況

■職員の期末・勤勉手当状況

■特別職の報酬等状況

（平成23年４月１日現在）

■職員の平均給料月額・平均年齢
（平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在）

30万8,800円

40.1歳

平均給料月額

平均年齢

■職員の初任給（一般行政職）

17万2,200円

14万　100円

大学卒

高校卒

■人件費の状況
（平成23年度一般会計決算額）

79億2,148万円

歳出決算額

（Ａ）

15億9,468万円

人件費

（Ｂ）

20.1％

人件費比率

（Ｂ／Ａ）

６月期

１２月期

合　計

1.225月分

1.375月分

2.6　 月分

期　末

0.675月分

0.675月分

1.35  月分

勤　勉

■職員の給与状況
（平成23年度一般会計予算額）

181人

職　員　数

（Ａ）

6億8,850万円

給　料 職員手当

8,024万円

期末勤勉

2億4,578万円

合　計（Ｂ）

職員１人当たり

（Ｂ／Ａ）

10億1,452万円 561万円

■等級別職員数
（平成23年４月１日現在）

６級

５級

４級

３級

２級

１級

13人

33人

39人

60人

20人

30人

6.7％

16.9％

20.0％

30.8％

10.2％

15.4％

課長・主幹

課長補佐・副主幹

係長・主任

係長・主任

主事・技師

主事・技師

主事補・技師補

■職員の任免状況

■採用試験実施状況

■職員数

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

　地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
58
条
の
２
お
よ
び

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
17

年
多
度
津
町
条
例
第
２
号
）
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
度
津
町
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

　

■
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数
に
関
す
る
こ
と

　
　
　職
員
の
任
用
は
、
受
験
成
績
・
勤
務
成
績
ま
た
は
そ
の
他
の
能
力

　
　の
実
証
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
（
地
方
公
務
員
法
第
15
条
）

　
　
　ま
た
、
こ
の
成
績
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
職
員
の
採
用
は
公
開

　
　平
等
の
競
争
試
験
、
あ
る
い
は
選
考
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

（平成22年度〈単位：人〉）

8

17

5

3

2

8

17

6

3

2

1

採　用

昇　任

降　任

転　任

定　年

勧　奨

その他

一般行政職

任　用

退　職

技能労務職 合　計

（平成22年度）

（注）１． 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いている。

　　　２．（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きである。

　　　※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。

（各年４月１日現在〈単位：人〉）

2

38

12

0

9

1

8

10

23

40

34

1

7

4

9

2

34

12

0

9

1

11

10

21

40

33

1

7

5

9

0

△4

0

0

0

0

3

0

△2

△3

0

△1

△1

0

0

1

0

1

△3

議　会

総　務

税　務

労　働

農　水

商　工

土　木

民　生

衛　生

小　計

教　育

消　防

小　計

病　院

水　道

下水道

その他

小　計

部　門

区　分 職　員　数

平成22年 平成23年
対前年増減数 主な増減理由

一　次

二　次

競争試験

筆記試験

口述試験

試験種類

試　験

内　容

区　分

職　種

申込者数（人）

採用者数（人）

■
職
員
の
給
与
状
況

　町
民
の
皆
さ
ん
に
、
多
度
津
町
職
員
の
給
与
状
況
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公

務
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
て
い
ま
す
。

多
度
津
町
職
員
の
給
与
も
、
職
種
に
よ
り
若
干
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
給
与
制
度
は
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
準
じ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
給
与
に
は
基
本
給
で

あ
る
給
料
の
ほ
か
に
、
期
末
・
勤
勉
手
当
（
民
間
で
い

う
ボ
ー
ナ
ス
）
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
退
職
し
た
場
合
に
は
、
勤
続
年
数
に
応
じ
た
退

職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

－

大卒程度

一般行政職

68

6

体力試験

高卒程度

消防職

3

1

－

高卒程度

技師

1

1

一

　般

　行

　政

特
別

行
政

公
営
企
業

会

　
　計

合　計

21(0)

198(0)

22(0)

195(0)

派遣職員中止による減

業務量増加（地籍調査）による増

人事異動による減

人事異動による減

人事異動による増

給　与　費

（平成23年４月１日現在）

給　料

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

報　酬

79万8,000円

60万3,000円

52万9,000円

36万9,000円

31万7,000円

30万3,000円

給料月額区　分

6月期1.40月分

12月期1.50月分

合計　　2.90月分

期末手当

区　分 職　務

合　計

職員数 構成比

195人 100.0％

103(0)

74(0)

100(0)

73(0)



人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況町の財政状況町の財政状況

5 4

■公務災害認定状況
（平成22年度発生分）

区　分

公務災害

通勤災害

件　数

２件

０件

■職員の研修

■福利厚生状況

（平成23年3月31日現在）

・初任者研修

・３年目職員研修

・係長級研修

・課長補佐級研修

・課長級研修

香川県市町職員研修センター

香川県自治研修所

・条例の読み方・作り方講座

・政策法務講座

・情報収集・整理講座

・意志決定能力向上講座

　　　　　　　　　　　　ほか

８人

階層別研修 能力開発研修区　分

研修名

実施場所

受講数

（平成23年４月１日現在）

職員の保健等

共済組合

区　分 主　な　内　容

■
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と

　
　
　職
員
に
は
、
公
務
能
率
の
発
揮

　
　お
よ
び
増
進
の
た
め
に
、
研
修
を

　
　受
け
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な

　
　ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
は
、
研
修

　
　の
目
標
、
研
修
に
関
す
る
計
画
の

　
　指
針
と
な
る
べ
き
事
項
、
そ
の
他

　
　研
修
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を

　
　定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
地
方
公
務
員
法
第
39
条
）

■
職
員
の
福
利
お
よ
び
利
益
の

　
　
　
　
　保
護
に
関
す
る
こ
と

　
　地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
保

　健
、
元
気
回
復
、
そ
の
他
、
厚
生

　に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を

　樹
立
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ

　ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
地
方
公
務
員

　法
第
42
条
）

　
　ま
た
、
職
員
、
ま
た
は
そ
の
被

　扶
養
者
の
病
気
・
負
傷
・
出
産
・

　死
亡
・
災
害
等
に
関
し
て
、
適
切

　な
給
付
を
行
う
た
め
の
相
互
救
済

　を
目
的
と
す
る
共
済
制
度
の
実
施

　を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
地
方

　公
務
員
法
第
43
条
第
１
項
）
と
定

　め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　実
施
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
市

　町
村
職
員
互
助
会
が
会
員
お
よ
び

　家
族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

　上
に
寄
与
し
、
併
せ
て
公
務
の
公

　率
的
運
営
の
た
め
相
互
救
済
を
目

　的
と
し
た
給
付
事
業
を
行
っ
て
い

　ま
す
。

互助会

健康診断等の実施、健康教室の開催、健康相談など

●短期給付・・・公務外の病気、ケガの治療、出産、死亡、休業、災害時などに給付する法定給付等

　　保 健 給 付 ：療養給付、入院時療養費、高額療養費、出産費、埋葬料、家族療養費など

　　休 業 給 付 ：傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など

　　災 害 給 付 ：弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金

●長期給付・・・老後の経済生活を支援するための給付

　　退職共済年金：原則として、組合員期間などが25年以上で、かつ、65歳以上であるときに支給

　　障害共済年金：在職中に初診日のある病気やケガにより一定程度の障がい状態になったときに支給

　　遺族共済年金：在職中または退職後に死亡したときに支給

●福祉事業・・・保健、宿泊、貯金、貸付などの事業

　　保 健 事 業 ：疾病予防、健康の保持増進のための事業、および保養・教養のための事業

　　宿 泊 事 業 ：組合員や家族が利用するための保養・宿泊施設の経営事業

　　貯 金 事 業 ：組合員の貯金を受入れ、効率的運用により、一般より有利な利息を支払う貯金事業

　　貸 付 事 業 ：普通貸付、住宅貸付、災害貸付、特別貸付、高額医療貸付などの資金の貸付事業

●公益事業：市町およびその住民に対する事業

●給付事業：現会員の掛金（50％）および市町の負担金（50％）により、相互扶助事業および福利厚生事業

●厚生事業：現会員の保険加入事業

36人

多度津町の財政状況（平成23年度上半期）多度津町の財政状況（平成23年度上半期）

　平
成
23
年
度
上
半
期
（
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多
度

津
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況（
歳
入
・
歳
出
執
行
状
況
）を
、

「
地
方
自
治
法
及
び
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
が
合
わ
な
い

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
を
含
み
ま
す
。

【一般会計】
●歳　入

●歳　出

【公営企業会計】

【特別会計】

合　計

3 1億1 , 4 9 2万円

15億8 , 3 6 2万円

8億4 , 9 8 9万円

5億   7 3 9万円

6億2 , 3 9 0万円

5億4 , 1 9 8万円

3億8 , 1 0 8万円

76億   2 7 8万円

22億6 , 9 4 1万円

11億6 , 0 1 6万円

3億7 , 6 6 0万円

1億   2 4 2万円

0円

3億2 , 2 5 0万円

1億7 , 8 9 7万円

44億1 , 0 0 6万円

72 . 9

7 3 . 3

4 4 . 3

2 0 . 2

0 . 0

5 9 . 5

4 7 . 0

5 8 . 0

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%
款　別

上　水　道　事　業

2 6億6 , 5 8 0万円

2 , 6 1 6万円

10億8 , 7 2 4万円

16億3 , 8 4 0万円

3億2 , 6 0 0万円

9億9 , 3 0 9万円

79 5万円

3億3 , 5 1 6万円

6億7 , 9 2 8万円

1億1 , 5 0 0万円

37 . 3

3 0 . 4

3 0 . 8

4 1 . 5

3 5 . 3

1 1億   2 3 2万円

1 , 1 6 4万円

4億6 , 0 0 0万円

7億2 , 7 8 8万円

1億1 , 0 0 1万円

41 . 4

4 4 . 5

4 2 . 3

4 4 . 4

3 3 . 7

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%

支出済額

（C）

支出率

(C/A)%
会計名

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 会計名

合　計

1億3 , 3 9 2万円

8億7 , 0 5 5万円

25億6 , 0 5 8万円

7億6 , 2 3 2万円

1億9 , 3 6 8万円

6 , 8 1 5万円

7億9 , 7 0 4万円

3億3 , 0 9 0万円

8億   1 8 5万円

10億3 , 5 4 8万円

4 , 8 3 1万円

76億   2 7 8万円

7 , 4 6 7万円

3億8 , 0 8 8万円

9億6 , 9 1 7万円

3億5 , 6 3 7万円

9 , 8 4 2万円

5 , 1 9 8万円

3億8 , 5 3 2万円

1億5 , 8 5 9万円

3億4 , 8 7 3万円

4億3 , 5 9 2万円

1 , 6 4 0万円

32億7 , 6 4 5万円

55 . 8

4 3 . 8

3 7 . 8

4 6 . 7

5 0 . 8

7 6 . 3

4 8 . 3

4 7 . 9

4 3 . 5

4 2 . 1

3 3 . 9

4 3 . 1

予算現額

（A）

支出済額

（B）

支出率

(B/A)%
款　別

町 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

その他（自主財源）

その他（依存財源）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

国 民 健 康 保 険

国民健康保険直営診療所

公 共 下 水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

2億9 , 9 5 5万円 1億5 , 4 8 3万円0円3億6 , 0 7 0万円



人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況町の財政状況町の財政状況

5 4

■公務災害認定状況
（平成22年度発生分）

区　分

公務災害

通勤災害

件　数

２件

０件

■職員の研修

■福利厚生状況

（平成23年3月31日現在）

・初任者研修

・３年目職員研修

・係長級研修

・課長補佐級研修

・課長級研修

香川県市町職員研修センター

香川県自治研修所

・条例の読み方・作り方講座

・政策法務講座

・情報収集・整理講座

・意志決定能力向上講座

　　　　　　　　　　　　ほか

８人

階層別研修 能力開発研修区　分

研修名

実施場所

受講数

（平成23年４月１日現在）

職員の保健等

共済組合

区　分 主　な　内　容

■
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と

　
　
　職
員
に
は
、
公
務
能
率
の
発
揮

　
　お
よ
び
増
進
の
た
め
に
、
研
修
を

　
　受
け
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な

　
　ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
は
、
研
修

　
　の
目
標
、
研
修
に
関
す
る
計
画
の

　
　指
針
と
な
る
べ
き
事
項
、
そ
の
他

　
　研
修
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を

　
　定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
地
方
公
務
員
法
第
39
条
）

■
職
員
の
福
利
お
よ
び
利
益
の

　
　
　
　
　保
護
に
関
す
る
こ
と

　
　地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
保

　健
、
元
気
回
復
、
そ
の
他
、
厚
生

　に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を

　樹
立
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ

　ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
地
方
公
務
員

　法
第
42
条
）

　
　ま
た
、
職
員
、
ま
た
は
そ
の
被

　扶
養
者
の
病
気
・
負
傷
・
出
産
・

　死
亡
・
災
害
等
に
関
し
て
、
適
切

　な
給
付
を
行
う
た
め
の
相
互
救
済

　を
目
的
と
す
る
共
済
制
度
の
実
施

　を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
地
方

　公
務
員
法
第
43
条
第
１
項
）
と
定

　め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　実
施
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
市

　町
村
職
員
互
助
会
が
会
員
お
よ
び

　家
族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

　上
に
寄
与
し
、
併
せ
て
公
務
の
公

　率
的
運
営
の
た
め
相
互
救
済
を
目

　的
と
し
た
給
付
事
業
を
行
っ
て
い

　ま
す
。

互助会

健康診断等の実施、健康教室の開催、健康相談など

●短期給付・・・公務外の病気、ケガの治療、出産、死亡、休業、災害時などに給付する法定給付等

　　保 健 給 付 ：療養給付、入院時療養費、高額療養費、出産費、埋葬料、家族療養費など

　　休 業 給 付 ：傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など

　　災 害 給 付 ：弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金

●長期給付・・・老後の経済生活を支援するための給付

　　退職共済年金：原則として、組合員期間などが25年以上で、かつ、65歳以上であるときに支給

　　障害共済年金：在職中に初診日のある病気やケガにより一定程度の障がい状態になったときに支給

　　遺族共済年金：在職中または退職後に死亡したときに支給

●福祉事業・・・保健、宿泊、貯金、貸付などの事業

　　保 健 事 業 ：疾病予防、健康の保持増進のための事業、および保養・教養のための事業

　　宿 泊 事 業 ：組合員や家族が利用するための保養・宿泊施設の経営事業

　　貯 金 事 業 ：組合員の貯金を受入れ、効率的運用により、一般より有利な利息を支払う貯金事業

　　貸 付 事 業 ：普通貸付、住宅貸付、災害貸付、特別貸付、高額医療貸付などの資金の貸付事業

●公益事業：市町およびその住民に対する事業

●給付事業：現会員の掛金（50％）および市町の負担金（50％）により、相互扶助事業および福利厚生事業

●厚生事業：現会員の保険加入事業

36人

多度津町の財政状況（平成23年度上半期）多度津町の財政状況（平成23年度上半期）

　平
成
23
年
度
上
半
期
（
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多
度

津
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況（
歳
入
・
歳
出
執
行
状
況
）を
、

「
地
方
自
治
法
及
び
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
が
合
わ
な
い

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
を
含
み
ま
す
。

【一般会計】
●歳　入

●歳　出

【公営企業会計】

【特別会計】

合　計

3 1億1 , 4 9 2万円

15億8 , 3 6 2万円

8億4 , 9 8 9万円

5億   7 3 9万円

6億2 , 3 9 0万円

5億4 , 1 9 8万円

3億8 , 1 0 8万円

76億   2 7 8万円

22億6 , 9 4 1万円

11億6 , 0 1 6万円

3億7 , 6 6 0万円

1億   2 4 2万円

0円

3億2 , 2 5 0万円

1億7 , 8 9 7万円

44億1 , 0 0 6万円

72 . 9

7 3 . 3

4 4 . 3

2 0 . 2

0 . 0

5 9 . 5

4 7 . 0

5 8 . 0

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%
款　別

上　水　道　事　業

2 6億6 , 5 8 0万円

2 , 6 1 6万円

10億8 , 7 2 4万円

16億3 , 8 4 0万円

3億2 , 6 0 0万円

9億9 , 3 0 9万円

79 5万円

3億3 , 5 1 6万円

6億7 , 9 2 8万円

1億1 , 5 0 0万円

37 . 3

3 0 . 4

3 0 . 8

4 1 . 5

3 5 . 3

1 1億   2 3 2万円

1 , 1 6 4万円

4億6 , 0 0 0万円

7億2 , 7 8 8万円

1億1 , 0 0 1万円

41 . 4

4 4 . 5

4 2 . 3

4 4 . 4

3 3 . 7

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%

支出済額

（C）

支出率

(C/A)%
会計名

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 会計名

合　計

1億3 , 3 9 2万円

8億7 , 0 5 5万円

25億6 , 0 5 8万円

7億6 , 2 3 2万円

1億9 , 3 6 8万円

6 , 8 1 5万円

7億9 , 7 0 4万円

3億3 , 0 9 0万円

8億   1 8 5万円

10億3 , 5 4 8万円

4 , 8 3 1万円

76億   2 7 8万円

7 , 4 6 7万円

3億8 , 0 8 8万円

9億6 , 9 1 7万円

3億5 , 6 3 7万円

9 , 8 4 2万円

5 , 1 9 8万円

3億8 , 5 3 2万円

1億5 , 8 5 9万円

3億4 , 8 7 3万円

4億3 , 5 9 2万円

1 , 6 4 0万円

32億7 , 6 4 5万円

55 . 8

4 3 . 8

3 7 . 8

4 6 . 7

5 0 . 8

7 6 . 3

4 8 . 3

4 7 . 9

4 3 . 5

4 2 . 1

3 3 . 9

4 3 . 1

予算現額

（A）

支出済額

（B）

支出率

(B/A)%
款　別

町 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

その他（自主財源）

その他（依存財源）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

国 民 健 康 保 険

国民健康保険直営診療所

公 共 下 水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

2億9 , 9 5 5万円 1億5 , 4 8 3万円0円3億6 , 0 7 0万円
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文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ Culture・Sports 文化教養・スポーツ文化教養・スポーツCulture・Sports

■
老
人
健
康
施
設
12
月
行
事

６
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（水）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

９
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分
　

　
　
　る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

12
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

13
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

14
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

20
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

21
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

22
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

27
日
（火）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
12
月
24
日
（土）
・
25
日
（日）

　ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

　
　
　
　
　ス
テ
ー
ジ
２
０
１
１

　開
場
13
時
30
分
開
演
14
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
た
ど
つ
歌
檀（
第
55
回
）

　
　
　

  

横
山

　文
雄

　選

【
第
一
席
】

八
月
の
空
の
映
れ
る
溝
底
を

赤
き
ざ
り
が
に
こ
ろ
が
り
流
る

　
　堀

　江

　
　
　豊
田
チ
ヨ
子

〔
評
〕
八
月
の
真
っ
青
な
空
を
映

　し
た
溝
川
に
、
赤
い
ざ
り
が
に

　が
転
が
る
様
に
流
れ
て
い
る
と

　い
う
。
青
と
赤
の
対
比
と
水
勢

　の
強
さ
を
思
わ
せ
る
佳
什
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

雨
上
が
り
里
芋
の
葉
に
玉
の
露

こ
ろ
が
り
遊
ぶ
光
放
ち
て

　
　葛

　原

　
　
　邨
田

　久
美

〔
評
〕
雨
上
が
り
の
里
芋
の
露
を

　詠
ん
だ
写
生
な
が
ら
、
ほ
と
ん

　ど
風
も
な
い
の
に
雨
滴
が
ひ
と

　り
遊
び
す
る
様
に
美
し
く
輝
き

　な
が
ら
転
が
っ
て
い
る
秀
作
。

【
第
三
席
】

曼
珠
沙
華
の
彩
き
は
ま
れ
る
畦
道
は

墓
地
へ
と
つ
づ
く
灯
と
も
見
ゆ

　
　ま
ん
の
う
町

　塩
田
よ
し
え

〔
評
〕
田
畦
か
ら
墓
地
（
先
祖
の
）

　へ
連
な
っ
た
灯
の
よ
う
に
咲
き

　続
い
て
い
る
と
言
う
、
田
園
風

　景
の
美
を
描
い
て
秀
れ
た
作
品

　で
あ
る
。

【
佳

　作
】

腹
膜
の
透
析
今
朝
も
セ
ッ
ト
し
て

命
の
液
の
音
な
く
入
る
る

　
　元

　町

　
　
　髙
田

　
　匡

【
佳

　作
】

闘
病
を
支
え
生
き
来
し
二
十
年
前

吾
も
若
か
り
し
亡
夫
も
若
か
り

　
　家

　中

　
　
　松
本
多
摩
子

■
次
回
た
ど
つ
歌
檀

　
　第
56
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　副
理
事
長

　横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限

　
　平
成
24
年
１
月
14
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
10
月
23
日
）

　優

　勝
＝
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン

　準
優
勝
＝
コ
コ
ア

　３

　位
＝
マ
ミ
ー
キ
ッ
ズ

■
12
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
仲
多
度
郡
新
人
野
球
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
・
11
日
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
仲
善
新
人
体
育
大
会

　
　
　
　
　（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　▽
日
時
＝
10
日
（土）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　▽
日
時
＝
11
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
仲
善
新
人
体
育
大
会
（
卓
球
）

　▽
日
時
＝
17
日
（土）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
餅
つ
き
大
会

（
水
泳
・
多
種
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　▽
日
時
＝
18
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

●
ク
リ
ス
マ
ス
親
子

　
　
　
　
　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
多
度
津
オ
ー
プ
ン
リ
ー
グ

　
　
　
　
　
　後
期
大
会
（
卓
球
）

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
・
第
二
体
育
館

●
ク
リ
ス
マ
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
14
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（水）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
12
月
９
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
健
康
教
室

　
　
　

 

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
15
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
伝
承
遊
び
）

　場
所
＝
多
度
津
小
学
校

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
４
日
（日）
／
９
時

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流
会

　
　
　（
た
こ
・
し
め
縄
づ
く
り
）

　場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
10
日
（土）
／
９
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
7
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　（
も
ち
つ
き
大
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
12
月
17
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　（
学
習
発
表
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
12
月
16
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　場
所
＝
町
内

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（金）
／
11
時

　行
事
＝
多
度
津
地
区
合
同
役
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

②
日
時
＝
12
月
19
日
（月）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　年
忘
れ
の
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
25
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
四
箇
天
寿
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　役
員
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
４
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
陶
芸

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
12
月
１
日
（木）

　〜
28
日
（水）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

■『
ひ
だ
ま
り
』12
月
講
習

●
６
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
多
度
津
町
水
事
情
に
つ
い
て
』

　▽
講
師
＝
上
下
水
道
課

●
20
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
リ
ン
パ
体
操
』

　▽
講
師
＝
「
や
す
ら
ぎ
の
森
」

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■『
第
46
回
観
月
会
』盛
大
に
開
催
!!

　10
月
９
日
（日）
、
町
民
会
館
２
階
ホ
ワ
イ
エ
・
会
議
室
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室

な
ど
を
会
場
に
、
『
第
46
回
観
月
会
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
選
者
に
県
内
の
各
部
門
を
代
表
す
る
２
名
の
先
生
方
を
招
き
、

ま
た
「
淡
交
会
多
度
津
分
会
」
の
ご
協
力
に
よ
る
お
茶
会
も
開
か
れ
る
中
、

町
内
外
か
ら
約
60
名
の
方
が
参
加
し
、
風
流
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　河
本

　嘉
代
子

　祈
る
こ
と
多
き
今
年
の
月
仰
ぐ

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　森
池

　春
子

　師
の
影
の
浮
か
び
し
今
宵
月
を
待
つ

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　池
田

　桑
邨

　喜
寿
迎
ふ
今
が
青
春
月
見
酒

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　髙
島

　眞
砂
子

　櫓
も
櫂
も
い
ら
ぬ
二
人
の
月
の
湖

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　村
井

　安
栄

　満
月
を
見
て
る
と
う
さ
ぎ
見
え
て
く
る

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　髙
島

　也
知
子

　娘
が
嫁
ぎ
し
ん
み
り
と
酌
む
月
見
酒

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　久
土
目

　薫

　「
も
の
を
こ
そ
お
も
え
」
と
月
の
出
で
来
り
か
た
え
の
す
す
き
の
深
く
う
な
ず
く

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　貞
廣

　昭
美

　ビ
ル
街
に
見
上
げ
る
月
は
う
す
雲
を
ひ
き
ゐ
て
ふ
と
も
天
女
を
思
は
す

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　新
居

　み
ち
よ

　ほ
の
ぼ
の
と
恋
せ
る
孫
か
た
を
や
か
に
総
身
も
て
弾
く
ソ
ナ
タ「
月
光
」

文
化
教
養

文
化
教
養

い
ろ

と
も
し
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■
老
人
健
康
施
設
12
月
行
事

６
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（水）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

９
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分
　

　
　
　る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

12
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

13
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

14
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

20
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

21
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

22
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

27
日
（火）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
12
月
24
日
（土）
・
25
日
（日）

　ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

　
　
　
　
　ス
テ
ー
ジ
２
０
１
１

　開
場
13
時
30
分
開
演
14
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
た
ど
つ
歌
檀（
第
55
回
）

　
　
　

  

横
山

　文
雄

　選

【
第
一
席
】

八
月
の
空
の
映
れ
る
溝
底
を

赤
き
ざ
り
が
に
こ
ろ
が
り
流
る

　
　堀

　江

　
　
　豊
田
チ
ヨ
子

〔
評
〕
八
月
の
真
っ
青
な
空
を
映

　し
た
溝
川
に
、
赤
い
ざ
り
が
に

　が
転
が
る
様
に
流
れ
て
い
る
と

　い
う
。
青
と
赤
の
対
比
と
水
勢

　の
強
さ
を
思
わ
せ
る
佳
什
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

雨
上
が
り
里
芋
の
葉
に
玉
の
露

こ
ろ
が
り
遊
ぶ
光
放
ち
て

　
　葛

　原

　
　
　邨
田

　久
美

〔
評
〕
雨
上
が
り
の
里
芋
の
露
を

　詠
ん
だ
写
生
な
が
ら
、
ほ
と
ん

　ど
風
も
な
い
の
に
雨
滴
が
ひ
と

　り
遊
び
す
る
様
に
美
し
く
輝
き

　な
が
ら
転
が
っ
て
い
る
秀
作
。

【
第
三
席
】

曼
珠
沙
華
の
彩
き
は
ま
れ
る
畦
道
は

墓
地
へ
と
つ
づ
く
灯
と
も
見
ゆ

　
　ま
ん
の
う
町

　塩
田
よ
し
え

〔
評
〕
田
畦
か
ら
墓
地
（
先
祖
の
）

　へ
連
な
っ
た
灯
の
よ
う
に
咲
き

　続
い
て
い
る
と
言
う
、
田
園
風

　景
の
美
を
描
い
て
秀
れ
た
作
品

　で
あ
る
。

【
佳

　作
】

腹
膜
の
透
析
今
朝
も
セ
ッ
ト
し
て

命
の
液
の
音
な
く
入
る
る

　
　元

　町

　
　
　髙
田

　
　匡

【
佳

　作
】

闘
病
を
支
え
生
き
来
し
二
十
年
前

吾
も
若
か
り
し
亡
夫
も
若
か
り

　
　家

　中

　
　
　松
本
多
摩
子

■
次
回
た
ど
つ
歌
檀

　
　第
56
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　副
理
事
長

　横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限

　
　平
成
24
年
１
月
14
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
10
月
23
日
）

　優

　勝
＝
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン

　準
優
勝
＝
コ
コ
ア

　３

　位
＝
マ
ミ
ー
キ
ッ
ズ

■
12
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
仲
多
度
郡
新
人
野
球
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
・
11
日
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
仲
善
新
人
体
育
大
会

　
　
　
　
　（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　▽
日
時
＝
10
日
（土）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　▽
日
時
＝
11
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
仲
善
新
人
体
育
大
会
（
卓
球
）

　▽
日
時
＝
17
日
（土）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
餅
つ
き
大
会

（
水
泳
・
多
種
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　▽
日
時
＝
18
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

●
ク
リ
ス
マ
ス
親
子

　
　
　
　
　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
多
度
津
オ
ー
プ
ン
リ
ー
グ

　
　
　
　
　
　後
期
大
会
（
卓
球
）

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
・
第
二
体
育
館

●
ク
リ
ス
マ
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（金）
／
14
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（水）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
12
月
９
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
健
康
教
室

　
　
　

 

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
15
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
伝
承
遊
び
）

　場
所
＝
多
度
津
小
学
校

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
４
日
（日）
／
９
時

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流
会

　
　
　（
た
こ
・
し
め
縄
づ
く
り
）

　場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
10
日
（土）
／
９
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
7
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　（
も
ち
つ
き
大
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
12
月
17
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　（
学
習
発
表
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
12
月
16
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　場
所
＝
町
内

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（金）
／
11
時

　行
事
＝
多
度
津
地
区
合
同
役
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

②
日
時
＝
12
月
19
日
（月）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　年
忘
れ
の
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
25
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
四
箇
天
寿
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　役
員
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
４
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
陶
芸

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
12
月
１
日
（木）

　〜
28
日
（水）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

■『
ひ
だ
ま
り
』12
月
講
習

●
６
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
多
度
津
町
水
事
情
に
つ
い
て
』

　▽
講
師
＝
上
下
水
道
課

●
20
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
リ
ン
パ
体
操
』

　▽
講
師
＝
「
や
す
ら
ぎ
の
森
」

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■『
第
46
回
観
月
会
』盛
大
に
開
催
!!

　10
月
９
日
（日）
、
町
民
会
館
２
階
ホ
ワ
イ
エ
・
会
議
室
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室

な
ど
を
会
場
に
、
『
第
46
回
観
月
会
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
選
者
に
県
内
の
各
部
門
を
代
表
す
る
２
名
の
先
生
方
を
招
き
、

ま
た
「
淡
交
会
多
度
津
分
会
」
の
ご
協
力
に
よ
る
お
茶
会
も
開
か
れ
る
中
、

町
内
外
か
ら
約
60
名
の
方
が
参
加
し
、
風
流
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　河
本

　嘉
代
子

　祈
る
こ
と
多
き
今
年
の
月
仰
ぐ

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　森
池

　春
子

　師
の
影
の
浮
か
び
し
今
宵
月
を
待
つ

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　池
田

　桑
邨

　喜
寿
迎
ふ
今
が
青
春
月
見
酒

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　髙
島

　眞
砂
子

　櫓
も
櫂
も
い
ら
ぬ
二
人
の
月
の
湖

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　村
井

　安
栄

　満
月
を
見
て
る
と
う
さ
ぎ
見
え
て
く
る

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　髙
島

　也
知
子

　娘
が
嫁
ぎ
し
ん
み
り
と
酌
む
月
見
酒

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】

　
　
　
　
　久
土
目

　薫

　「
も
の
を
こ
そ
お
も
え
」
と
月
の
出
で
来
り
か
た
え
の
す
す
き
の
深
く
う
な
ず
く

【
第
二
席
】

　
　
　
　
　貞
廣

　昭
美

　ビ
ル
街
に
見
上
げ
る
月
は
う
す
雲
を
ひ
き
ゐ
て
ふ
と
も
天
女
を
思
は
す

【
第
三
席
】

　
　
　
　
　新
居

　み
ち
よ

　ほ
の
ぼ
の
と
恋
せ
る
孫
か
た
を
や
か
に
総
身
も
て
弾
く
ソ
ナ
タ「
月
光
」

文
化
教
養

文
化
教
養

い
ろ

と
も
し
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■
第
63
回
人
権
週
間

『
み
ん
な
で
築
こ
う

　人
権
の
世
紀

　〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
』

　国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
に

世
界
人
権
宣
言
が
12
月
10
日
に
採

択
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
日
を

『
人
権
デ
ー
』
と
定
め
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
４
日
か

ら
10
日
を
『
人
権
週
間
』
と
し
、

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
自

分
自
身
の
心
の
中
に
差
別
を
生
み

出
す
「
偏
見
」
や
「
差
別
心
」
が

な
い
か
を
見
つ
め
直
し
、
思
い
や

り
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
他
人
の

人
権
も
尊
重
し
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

▽
日
時
＝
12
月
４
日
（日）

　

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
　高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

●
四
国
一
斉
12
時
間
電
話
人
権
相
談

▽
日
時
＝
12
月
５
日
（月）

　

　
　
　
　９
時
〜
21
時

▽
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　０
１
２
０
‐
４
５
９
‐
７
３
７

●
そ
の
他
の
電
話
相
談

　家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
・
親
子
・

結
婚
・
離
婚
・
相
続
等
）、
隣
近
所

と
の
も
め
ご
と
、
差
別
・
外
国
人

問
題
等
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　（
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
）

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　（
異
性
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
ハ

　ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
）

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

【
多
度
津
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

◎
淀

　
　龍
夫

　氏
（
東
新
町
）

◎
竹
内

　修
子

　氏
（
桜

　川
）

◎
池
内

　靖
子

　氏
（
道
福
寺
）

◎
中
尾

　謙
一

　氏
（
青

　木
）

◎
藤
塚

　
　治

　氏
（
奥
白
方
）

【
人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　お
問
い
合
わ
せ
】

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
８
７
‐
８
１
５
‐
５
３
１
１

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
あ
り
が
と
う
』

　
　多
度
津
町
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　白
方
地
区
会
長

　
　

      

　
　
　
　田
中

　公
敏

　一
年
程
前
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
一
人
で
東
京
へ
行
く
様

な
事
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

ま
た
ま
私
用
で
一
人
で
上
京
し
た

時
の
事
で
す
。

　用
事
も
終
わ
っ
て
少
し
自
由
な

時
間
が
出
来
た
の
で
、
こ
の
時
間

を
利
用
し
て
東
京
見
物
を
し
て
み

よ
う
と
思
い
、
山
手
線
の
新
宿
駅

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
乗
車
券
を

購
入
す
る
た
め
に
列
に
並
び
、
券

売
機
の
上
の
運
賃
表
で
目
的
地
ま

で
の
運
賃
を
確
認
し
、
小
銭
を
持

っ
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。
順
番
が

来
ま
し
た
の
で
、
券
売
機
に
お
金

を
入
れ
て
切
符
を
買
お
う
と
し
ま

し
た
が
、
田
舎
者
で
し
か
も
ア
ナ

ロ
グ
人
間
の
私
に
は
、
ど
の
ボ
タ

ン
を
押
せ
ば
良
い
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　そ
こ
で
、
老
眼
鏡
を
カ
バ
ン
の

中
か
ら
取
り
出
し
て
説
明
を
読
も

う
と
し
ま
し
た
が
、『
時
、
す
で
に

遅
し
。』
で
、
私
の
後
ろ
の
方
に
は
、

早
く
も
10
人
以
上
の
人
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。
私
は
『
早
く
し
な
け

れ
ば
! !
』
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
焦

っ
て
し
ま
い
、
結
局
お
金
を
払
い

戻
し
、
又
、
一
番
後
ろ
の
列
に
並

び
な
お
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
２
回

程
繰
り
返
し
た
時
、
近
く
に
居
合

わ
せ
た
、
身
長
１
８
０
㎝
、
体
重

９
０
㎏
以
上
あ
ろ
う
か
と
思
う
茶

髪
で
25
才
位
の
若
い
強
面
の
お
兄

さ
ん
が
、
「
お
っ
さ
ん
、
ど
こ
ま

で
行
く
ん
や
、
切
符
買
っ
て
や
ろ

か
？
」
と
言
っ
て
、
切
符
を
買
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
『
人
間
は
見
か

け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。
こ

ん
な
に
イ
カ
ツ
イ
感
じ
の
人
で
も
、

こ
ん
な
に
優
し
い
ん
や
』
と
、
思

い
ま
し
た
。

　こ
の
時
の
一
言
、
ち
ょ
っ
と
し

た
好
意
が
と
て
も
嬉
し
く
て
楽
し

い
東
京
見
物
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
帰
っ
て
か
ら
は
、
多
度
津

駅
の
自
動
券
売
機
で
猛
練
習
を
し

た
こ
と
は
、
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

　３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

も
、
暴
動
も
起
き
ず
治
安
は
維
持

さ
れ
、
義
援
金
も
沢
山
集
ま
り
ま

し
た
。

　古
い
中
国
の
教
え
に
は
、
性
善

説
と
性
悪
説
の
２
つ
の
考
え
方
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
当
然
、
性
善

説
で
す
。
私
は
、
日
本
人
で
あ
る

事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

『
日
本
中
の
小
さ
な
親
切

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
。』

■
善 

意 （
10
月
分
） 

敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
美
代
子
（
奥
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳

　
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
多
度
津
町
生
活
研
究
グ

　
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
多
度
津

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、『
小

　
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津
支
部
、

　
山
崎
生
花
店
、
四
箇
地
区
公
民

　
館
、
四
箇
地
区
社
協
、
東
白
方

　
獅
子
舞
保
存
会
、
天
神
睦
会
、

　
葛
原
西
獅
子
保
存
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
菊
有
徳
会

●
多
度
津
高
校
写
真
部
の
皆
さ
ん

　
よ
り
、
10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

　
し
た
『
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　
の
写
真
を
、
ご
提
供
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。

《
叙
勲
受
章
》

■
高
齢
者
叙
勲

　９
月
27
日
付
で
『
高
齢
者
叙
勲
』

が
発
令
さ
れ
、
本
町
か
ら
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
山
地

　熊
吉

　氏

　（
南
鴨
／
元
特
定
郵
便
局
長
）

《
受
章
・
表
彰
・
感
謝
状
》

■『
防
犯
栄
誉
銀
章
』

　10
月
17
日
、
香
川
県
警
察
本
部

に
お
い
て
、
全
国
防
犯
功
労
者
の

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、
地
域
の
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心

な
街
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

を
認
め
ら
れ
、
本
町
の
塩
田
光
男

氏
（
家
中
）
が
、
『
防
犯
栄
誉
銀

章
』
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　『高
齢
者
自
転
車
大
会
』で

　
　
　健
康
福
祉
部
長
賞
を
受
賞

　高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た

『
第
33
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
』
が
10
月
14
日
、
高
松
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　大
会
は
県
内
か
ら
15
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
、
『
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
』
の
皆
さ
ん
が
、
健
康

福
祉
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　会
長
表
彰

　10
月
27
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を

認
め
ら
れ
、
本
町
の
藪
内

　昭
氏

（
庄
）
と
、
髙
田
光
則
氏
（
栄
町
）

が
、
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■『
豊
原
小
学
校
』に
感
謝
状
贈
呈

　豊
原
小
学
校
（
虫
本
利
久
校
長
）

が
四
国
管
区
警
察
局
長
・
四
国
交

通
安
全
協
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
と
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
と
め

交
通
秩
序
の
確
立
に
尽
く
し
た
功

績
を
認
め
ら
れ
も
の
で
、
同
校
長

は
「
本
校
だ
け
で
な
く
地
域
の

方
々
の
ご
支
援
に
対
し
て
も
い
た

だ
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
寄

　贈
》

■
四
国
電
力
株
式
会
社

　四
国
電
力
㈱
よ
り
、
町
内
自
治

会
に
対
し
て
街
路
灯
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
社
が
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
10
月
20
日

に
丸
亀
営
業
所
の
加
藤
敬
三
所
長

が
来
庁
さ
れ
、
丸
尾
幸
雄
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
本
ブ
レ
ー
ド

　日
本
ブ
レ
ー
ド
（
高
松
市
磨
屋

町
五
番
地
一
）
よ
り
多
度
津
町
教

育
委
員
会
に
肥
料
バ
ッ
グ
五
個
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
製
品
は
、
落
ち
葉
・
雑
草
・

枯
れ
葉
を
こ
の
製
品
に
入
れ
土
の

上
に
置
き
、
水
を
注
ぐ
と
半
年
か

ら
一
年
で
堆
肥
に
な
る
と
い
う
も

の
で
、
小
中
学
校
に
お
け
る
環
境

教
育
の
た
め
に
今
後
の
有
効
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

■
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

　
　対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
事
業

　戦
後
強
制
抑
留
者
へ
の
特
別
給

付
金
の
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
対
象
の
方
は
、
期
限
ま
で
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

　
　ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦

　
　後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

　
　年
６
月
16
日
に
お
い
て
日
本

　
　国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

※
こ
の
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

　場
合
は
相
続
人
請
求
で
き
ま
す
。

▽
請
求
期
間
＝

　
　平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
書
類
の
取
り
寄
せ
等
に
つ

　い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
　
　事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　☎
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０
４
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■
第
63
回
人
権
週
間

『
み
ん
な
で
築
こ
う

　人
権
の
世
紀

　〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
』

　国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
に

世
界
人
権
宣
言
が
12
月
10
日
に
採

択
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
日
を

『
人
権
デ
ー
』
と
定
め
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
４
日
か

ら
10
日
を
『
人
権
週
間
』
と
し
、

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
自

分
自
身
の
心
の
中
に
差
別
を
生
み

出
す
「
偏
見
」
や
「
差
別
心
」
が

な
い
か
を
見
つ
め
直
し
、
思
い
や

り
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
他
人
の

人
権
も
尊
重
し
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

▽
日
時
＝
12
月
４
日
（日）

　

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
　高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

●
四
国
一
斉
12
時
間
電
話
人
権
相
談

▽
日
時
＝
12
月
５
日
（月）

　

　
　
　
　９
時
〜
21
時

▽
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　０
１
２
０
‐
４
５
９
‐
７
３
７

●
そ
の
他
の
電
話
相
談

　家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
・
親
子
・

結
婚
・
離
婚
・
相
続
等
）、
隣
近
所

と
の
も
め
ご
と
、
差
別
・
外
国
人

問
題
等
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　（
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
）

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　（
異
性
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
ハ

　ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
）

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

【
多
度
津
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

◎
淀

　
　龍
夫

　氏
（
東
新
町
）

◎
竹
内

　修
子

　氏
（
桜

　川
）

◎
池
内

　靖
子

　氏
（
道
福
寺
）

◎
中
尾

　謙
一

　氏
（
青

　木
）

◎
藤
塚

　
　治

　氏
（
奥
白
方
）

【
人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　お
問
い
合
わ
せ
】

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
８
７
‐
８
１
５
‐
５
３
１
１

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
あ
り
が
と
う
』

　
　多
度
津
町
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　白
方
地
区
会
長

　
　

      

　
　
　
　田
中

　公
敏

　一
年
程
前
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
一
人
で
東
京
へ
行
く
様

な
事
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

ま
た
ま
私
用
で
一
人
で
上
京
し
た

時
の
事
で
す
。

　用
事
も
終
わ
っ
て
少
し
自
由
な

時
間
が
出
来
た
の
で
、
こ
の
時
間

を
利
用
し
て
東
京
見
物
を
し
て
み

よ
う
と
思
い
、
山
手
線
の
新
宿
駅

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
乗
車
券
を

購
入
す
る
た
め
に
列
に
並
び
、
券

売
機
の
上
の
運
賃
表
で
目
的
地
ま

で
の
運
賃
を
確
認
し
、
小
銭
を
持

っ
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。
順
番
が

来
ま
し
た
の
で
、
券
売
機
に
お
金

を
入
れ
て
切
符
を
買
お
う
と
し
ま

し
た
が
、
田
舎
者
で
し
か
も
ア
ナ

ロ
グ
人
間
の
私
に
は
、
ど
の
ボ
タ

ン
を
押
せ
ば
良
い
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　そ
こ
で
、
老
眼
鏡
を
カ
バ
ン
の

中
か
ら
取
り
出
し
て
説
明
を
読
も

う
と
し
ま
し
た
が
、『
時
、
す
で
に

遅
し
。』
で
、
私
の
後
ろ
の
方
に
は
、

早
く
も
10
人
以
上
の
人
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。
私
は
『
早
く
し
な
け

れ
ば
! !
』
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
焦

っ
て
し
ま
い
、
結
局
お
金
を
払
い

戻
し
、
又
、
一
番
後
ろ
の
列
に
並

び
な
お
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
２
回

程
繰
り
返
し
た
時
、
近
く
に
居
合

わ
せ
た
、
身
長
１
８
０
㎝
、
体
重

９
０
㎏
以
上
あ
ろ
う
か
と
思
う
茶

髪
で
25
才
位
の
若
い
強
面
の
お
兄

さ
ん
が
、
「
お
っ
さ
ん
、
ど
こ
ま

で
行
く
ん
や
、
切
符
買
っ
て
や
ろ

か
？
」
と
言
っ
て
、
切
符
を
買
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
『
人
間
は
見
か

け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。
こ

ん
な
に
イ
カ
ツ
イ
感
じ
の
人
で
も
、

こ
ん
な
に
優
し
い
ん
や
』
と
、
思

い
ま
し
た
。

　こ
の
時
の
一
言
、
ち
ょ
っ
と
し

た
好
意
が
と
て
も
嬉
し
く
て
楽
し

い
東
京
見
物
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
帰
っ
て
か
ら
は
、
多
度
津

駅
の
自
動
券
売
機
で
猛
練
習
を
し

た
こ
と
は
、
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

　３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

も
、
暴
動
も
起
き
ず
治
安
は
維
持

さ
れ
、
義
援
金
も
沢
山
集
ま
り
ま

し
た
。

　古
い
中
国
の
教
え
に
は
、
性
善

説
と
性
悪
説
の
２
つ
の
考
え
方
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
当
然
、
性
善

説
で
す
。
私
は
、
日
本
人
で
あ
る

事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

『
日
本
中
の
小
さ
な
親
切

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
。』

■
善 

意 （
10
月
分
） 

敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
美
代
子
（
奥
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳

　
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
多
度
津
町
生
活
研
究
グ

　
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
多
度
津

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、『
小

　
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津
支
部
、

　
山
崎
生
花
店
、
四
箇
地
区
公
民

　
館
、
四
箇
地
区
社
協
、
東
白
方

　
獅
子
舞
保
存
会
、
天
神
睦
会
、

　
葛
原
西
獅
子
保
存
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
菊
有
徳
会

●
多
度
津
高
校
写
真
部
の
皆
さ
ん

　
よ
り
、
10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

　
し
た
『
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　
の
写
真
を
、
ご
提
供
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。

《
叙
勲
受
章
》

■
高
齢
者
叙
勲

　９
月
27
日
付
で
『
高
齢
者
叙
勲
』

が
発
令
さ
れ
、
本
町
か
ら
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
山
地

　熊
吉

　氏

　（
南
鴨
／
元
特
定
郵
便
局
長
）

《
受
章
・
表
彰
・
感
謝
状
》

■『
防
犯
栄
誉
銀
章
』

　10
月
17
日
、
香
川
県
警
察
本
部

に
お
い
て
、
全
国
防
犯
功
労
者
の

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、
地
域
の
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心

な
街
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

を
認
め
ら
れ
、
本
町
の
塩
田
光
男

氏
（
家
中
）
が
、
『
防
犯
栄
誉
銀

章
』
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　『高
齢
者
自
転
車
大
会
』で

　
　
　健
康
福
祉
部
長
賞
を
受
賞

　高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た

『
第
33
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
』
が
10
月
14
日
、
高
松
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　大
会
は
県
内
か
ら
15
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
、
『
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
』
の
皆
さ
ん
が
、
健
康

福
祉
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　会
長
表
彰

　10
月
27
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を

認
め
ら
れ
、
本
町
の
藪
内

　昭
氏

（
庄
）
と
、
髙
田
光
則
氏
（
栄
町
）

が
、
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■『
豊
原
小
学
校
』に
感
謝
状
贈
呈

　豊
原
小
学
校
（
虫
本
利
久
校
長
）

が
四
国
管
区
警
察
局
長
・
四
国
交

通
安
全
協
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
と
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
と
め

交
通
秩
序
の
確
立
に
尽
く
し
た
功

績
を
認
め
ら
れ
も
の
で
、
同
校
長

は
「
本
校
だ
け
で
な
く
地
域
の

方
々
の
ご
支
援
に
対
し
て
も
い
た

だ
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
寄

　贈
》

■
四
国
電
力
株
式
会
社

　四
国
電
力
㈱
よ
り
、
町
内
自
治

会
に
対
し
て
街
路
灯
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
社
が
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
10
月
20
日

に
丸
亀
営
業
所
の
加
藤
敬
三
所
長

が
来
庁
さ
れ
、
丸
尾
幸
雄
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
本
ブ
レ
ー
ド

　日
本
ブ
レ
ー
ド
（
高
松
市
磨
屋

町
五
番
地
一
）
よ
り
多
度
津
町
教

育
委
員
会
に
肥
料
バ
ッ
グ
五
個
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
製
品
は
、
落
ち
葉
・
雑
草
・

枯
れ
葉
を
こ
の
製
品
に
入
れ
土
の

上
に
置
き
、
水
を
注
ぐ
と
半
年
か

ら
一
年
で
堆
肥
に
な
る
と
い
う
も

の
で
、
小
中
学
校
に
お
け
る
環
境

教
育
の
た
め
に
今
後
の
有
効
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

■
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

　
　対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
事
業

　戦
後
強
制
抑
留
者
へ
の
特
別
給

付
金
の
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
対
象
の
方
は
、
期
限
ま
で
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

　
　ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦

　
　後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

　
　年
６
月
16
日
に
お
い
て
日
本

　
　国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

※
こ
の
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

　場
合
は
相
続
人
請
求
で
き
ま
す
。

▽
請
求
期
間
＝

　
　平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
書
類
の
取
り
寄
せ
等
に
つ

　い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
　
　事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　☎
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０
４
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■
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な
く
そ
う

　冬
を
迎
え
、
次
第
に
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　家
庭
で
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

こ
た
つ
等
の
暖
房
器
具
が
準
備
、

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
取
扱

い
を
誤
る
と
怪
我
を
し
た
り
火
災

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　家
族
や
家
、

大
切
な
財
産
な

ど
を
守
る
た
め

に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

　い
も
の
（
紙
・
衣
類
等
）
を
、

　置
か
な
い
。
又
、
ス
ト
ー
ブ
の

　上
に
洗
濯
物
等
を
干
さ
な
い
。

②
カ
ー
テ
ン
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

　し
な
い
よ
う
に
離
し
て
使
用
す

　る
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装

　置
付
の
物
を
使
用
す
る
。

④
燃
料
を
給
油
す
る
時
は
必
ず
消

　火
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

⑤
燃
料
が
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確

　認
し
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ
が
正
常

　に
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

　す
る
。

■
多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

　改
築
事
業
基
本
構
想
・

　基
本
計
画
の
公
表
に
つ
い
て

　多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の
耐

用
年
数
の
目
安
と
な
る
建
築
後
50

年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
う
校
舎
の
改
築
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
そ
の

改
築
に
向
け
た
作
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　作
業
の
第
１
歩
と
し
て
、
多
度

津
町
で
は
町
内
様
々
な
組
織
の
代

表
者
の
方
々
や
学
識
経
験
者
の

方
々
で
構
成
さ
れ
る
「
多
度
津
町

立
多
度
津
中
学
校
改
築
検
討
委
員

会
」
の
委
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
、
町
内
の
小
学
校
５
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
及
び
そ
の
保
護

者
の
方
々
、
現
場
の
教
職
員
の

方
々
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
こ
の

度
「
多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

改
築
事
業
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
は
こ
の
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
も
と
に
基
本
設
計
、
実
施

設
計
、
施
工
、
解
体
等
を
す
す
め
、

平
成
27
年
４
月
開
校
を
目
標
に
作

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　な
お
、
計
画
の
詳
し
い
内
容
は

多
度
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

一
読
下
さ
い
。

（
　
　
　
　
　
　）

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館
日

　エ
コ
丸
工
房
は
、
12
月
28
日

か
ら
１
月
４
日
（水）
ま
で
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
12
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　17
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き

　
　
　体
験
『
年
賀
状
を
作
ろ
う
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
５
名

　18
日
（日）
古
布
講
座
『
干
支
飾
り
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
10
名

　18
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
２
名

　18
日
（日）
木
工
講
座

　
　
　『
干
支
の
置
物
を
作
ろ
う
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
10
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
12
月
は
18
日
・
25
日
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　『検
察
審
査
会
』

　交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か

け
る
こ
と
）
し
て
く
れ
な
い
。
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
５
２
８
１

　『
桜
の
森
高
原
』
は
多
度
津
山

の
桃
陵
公
園
南
丘
陵
に
、
平
成
20

年
４
月
に
開
園
し
ま
し
た
。

　こ
こ
に
は
桃
陵
公
園
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
開
花
の
遅
い
４
０
０

本
の
サ
ト
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
長
く
桜
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
桜
の
木
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
展
望
広
場
か
ら
は
、
四

季
を
問
わ
ず
、
南
東
方
面
に
讃
岐

富
士
を
中
心
に
丸
亀
平
野
、
北
方

面
に
は
瀬
戸
内
海
と
、
パ
ノ
ラ
マ

状
に
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
開
け
て

い
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　『
桜
の
森
高
原
』
で
記
念
植
樹

が
で
き
ま
す
。
誕
生
日
、
結
婚
記

念
、
合
格
記
念
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

単
位
、
ご
家
族
、
友
だ
ち
で
そ
れ

ぞ
れ
の
大
切
な
日
を
記
念
し
て
植

樹
を
し
ま
せ
ん
か
？

▽
対
象
者

　『
桜
の
森
高
原
』
の
維
持
管
理

　に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

▽
植
樹
場
所
、
種
類
、
時
期

　公
園
内
の
指
定
場
所
に
て
、
サ

　ト
ザ
ク
ラ
の
中
か
ら
選
定
、
時

　期
に
つ
い
て
は
概
ね
３
月
頃
で
、

　協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

▽
植
樹
方
法

　町
職
員
立
会
い
の
も
と
、
申
請

　者
の
方
々
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

　同
時
に
樹
木
名
・
申
請
者
氏
名

　・
記
念
事
由
が
書
か
れ
た
プ
レ

　ー
ト
を
取
り
つ
け
ま
す
。

▽
費
用
等

　植
樹
に
要
す
る

　費
用
は
、
申
請

　者
の
実
費
費
用

　と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

⑥
点
火
後
は
炎
の
大
き
さ
を
調
節

　し
、
不
完
全
燃
焼
等
が
起
こ
ら

　な
い
よ
う
に
す
る
。

⑦
就
寝
時
や
外
出
時
は
、
完
全
に

　消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

　る
。

⑧
換
気
を
十
分
に
行
い
、
新
鮮
な

　空
気
を
部
屋
に
取
り
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
本
部
）

■
香
川
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大
会

　
　
　『ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ
』

　障
が
い
者
が
日
頃
培
っ
た
技
能

を
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

職
業
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
そ
の
雇
用
促
進
と

地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
４
日
（日）

　
　
　
　９
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
（
３
会
場
）

　①
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　
　テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　（
高
松
市
田
村
町
１
１
１
４
）

　②
高
松
養
護
学
校

　（
高
松
市
田
村
町
１
０
９
８
）

　③
香
川
中
部
養
護
学
校

　（
高
松
市
田
村
町
７
８
４
）

※
障
が
い
者
月
間
ポ
ス
タ
ー
作
品

　展
・
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

　ト（
13
時
〜
14
時
）も
同
時
開
催

【
問
合
せ
】

　香
川
県
高
齢
・
障
害
者

　
　
　
　
　雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
２
０
５
１

■
香
川
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　香
川
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
23

年
10
月
５
日
か
ら
『
時
間
額
６
６

７
円
』
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
や
パ

ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定

の
産
業
（
①
冷
凍
調
理
食
品
製
造

業
、
②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産

用
機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具

製
造
業
、
③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
、
④

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
）
に
つ
い
て
は
、
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

『
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
　
　使
用
者
も

　労
働
者
も
』

【
問
合
せ
】

　香
川
労
働
局
賃
金
室

　☎
０
８
７
‐
８
１
１
‐
８
９
１
９

　今は元気に問題なく生活できているけど、お金の管理が出来なく
　なったらどうしよう・・・。悪質商法にだまされてしまうんじゃ
　ないだろうか・・・と、不安に思うことはありませんか？
　今回は、そんな不安を安心にかえる制度等をご紹介します。

●日常生活自立支援事業
　福祉サービスの利用手続きや生活費の管理が一人では難しい方を支援する事業です。多度津町社会福祉協議会の
　「生活支援員」が訪問して、日常生活の困りごとの相談を受けながら、預貯金からの生活費の出金の支援などを
　します。
●成年後見制度
　判断能力が不十分な方に対し、家庭裁判所が選任した「後見人等」が「財産の管理」「契約の代理や取消」「介護
　・医療へのサポート」などを行います。「後見人等」には配偶者や子などの親族もなることができます。
　また、今はしっかりしているが将来の財産管理等が不安な方の場合は、将来自分の代理人として法律行為をして
　もらう人を自分で選び、支援してもらいたい内容を決めておくこともできます。

【問合せ】福祉保健課（☎３３－４４８８）、社会福祉協議会（☎３２－８５０１）、地域包括支援センター（☎３３－１１３８）

「安心せいかつのススメ」「安心せいかつのススメ」「安心せいかつのススメ」

h
ttp://w

w
w
.tow

n
.tad
otsu

.

k
ag
aw
a.jp/

（水）

■
憩
い
場『
桜
の
森
高
原
』へ
! !

　記
念
植
樹
は
い
か
が
で
す
か
？

た
か
は
ら

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は、
高齢者の方に関する生活上の悩みや困りご
との相談窓口です。
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■
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な
く
そ
う

　冬
を
迎
え
、
次
第
に
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　家
庭
で
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

こ
た
つ
等
の
暖
房
器
具
が
準
備
、

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
取
扱

い
を
誤
る
と
怪
我
を
し
た
り
火
災

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　家
族
や
家
、

大
切
な
財
産
な

ど
を
守
る
た
め

に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

　い
も
の
（
紙
・
衣
類
等
）
を
、

　置
か
な
い
。
又
、
ス
ト
ー
ブ
の

　上
に
洗
濯
物
等
を
干
さ
な
い
。

②
カ
ー
テ
ン
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

　し
な
い
よ
う
に
離
し
て
使
用
す

　る
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装

　置
付
の
物
を
使
用
す
る
。

④
燃
料
を
給
油
す
る
時
は
必
ず
消

　火
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

⑤
燃
料
が
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確

　認
し
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ
が
正
常

　に
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

　す
る
。

■
多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

　改
築
事
業
基
本
構
想
・

　基
本
計
画
の
公
表
に
つ
い
て

　多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の
耐

用
年
数
の
目
安
と
な
る
建
築
後
50

年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
う
校
舎
の
改
築
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
そ
の

改
築
に
向
け
た
作
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　作
業
の
第
１
歩
と
し
て
、
多
度

津
町
で
は
町
内
様
々
な
組
織
の
代

表
者
の
方
々
や
学
識
経
験
者
の

方
々
で
構
成
さ
れ
る
「
多
度
津
町

立
多
度
津
中
学
校
改
築
検
討
委
員

会
」
の
委
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
、
町
内
の
小
学
校
５
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
及
び
そ
の
保
護

者
の
方
々
、
現
場
の
教
職
員
の

方
々
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
こ
の

度
「
多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

改
築
事
業
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
は
こ
の
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
も
と
に
基
本
設
計
、
実
施

設
計
、
施
工
、
解
体
等
を
す
す
め
、

平
成
27
年
４
月
開
校
を
目
標
に
作

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　な
お
、
計
画
の
詳
し
い
内
容
は

多
度
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

一
読
下
さ
い
。

（
　
　
　
　
　
　）

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館
日

　エ
コ
丸
工
房
は
、
12
月
28
日

か
ら
１
月
４
日
（水）
ま
で
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
12
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　17
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き

　
　
　体
験
『
年
賀
状
を
作
ろ
う
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
５
名

　18
日
（日）
古
布
講
座
『
干
支
飾
り
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
10
名

　18
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
２
名

　18
日
（日）
木
工
講
座

　
　
　『
干
支
の
置
物
を
作
ろ
う
』

　
　
　
　
　
　／
午
前
の
み
10
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
12
月
は
18
日
・
25
日
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　『検
察
審
査
会
』

　交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か

け
る
こ
と
）
し
て
く
れ
な
い
。
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
５
２
８
１

　『
桜
の
森
高
原
』
は
多
度
津
山

の
桃
陵
公
園
南
丘
陵
に
、
平
成
20

年
４
月
に
開
園
し
ま
し
た
。

　こ
こ
に
は
桃
陵
公
園
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
開
花
の
遅
い
４
０
０

本
の
サ
ト
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
長
く
桜
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
桜
の
木
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
展
望
広
場
か
ら
は
、
四

季
を
問
わ
ず
、
南
東
方
面
に
讃
岐

富
士
を
中
心
に
丸
亀
平
野
、
北
方

面
に
は
瀬
戸
内
海
と
、
パ
ノ
ラ
マ

状
に
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
開
け
て

い
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　『
桜
の
森
高
原
』
で
記
念
植
樹

が
で
き
ま
す
。
誕
生
日
、
結
婚
記

念
、
合
格
記
念
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

単
位
、
ご
家
族
、
友
だ
ち
で
そ
れ

ぞ
れ
の
大
切
な
日
を
記
念
し
て
植

樹
を
し
ま
せ
ん
か
？

▽
対
象
者

　『
桜
の
森
高
原
』
の
維
持
管
理

　に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

▽
植
樹
場
所
、
種
類
、
時
期

　公
園
内
の
指
定
場
所
に
て
、
サ

　ト
ザ
ク
ラ
の
中
か
ら
選
定
、
時

　期
に
つ
い
て
は
概
ね
３
月
頃
で
、

　協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

▽
植
樹
方
法

　町
職
員
立
会
い
の
も
と
、
申
請

　者
の
方
々
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

　同
時
に
樹
木
名
・
申
請
者
氏
名

　・
記
念
事
由
が
書
か
れ
た
プ
レ

　ー
ト
を
取
り
つ
け
ま
す
。

▽
費
用
等

　植
樹
に
要
す
る

　費
用
は
、
申
請

　者
の
実
費
費
用

　と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

⑥
点
火
後
は
炎
の
大
き
さ
を
調
節

　し
、
不
完
全
燃
焼
等
が
起
こ
ら

　な
い
よ
う
に
す
る
。

⑦
就
寝
時
や
外
出
時
は
、
完
全
に

　消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

　る
。

⑧
換
気
を
十
分
に
行
い
、
新
鮮
な

　空
気
を
部
屋
に
取
り
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
本
部
）

■
香
川
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大
会

　
　
　『ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ
』

　障
が
い
者
が
日
頃
培
っ
た
技
能

を
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

職
業
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
そ
の
雇
用
促
進
と

地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
４
日
（日）

　
　
　
　９
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
（
３
会
場
）

　①
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　
　テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　（
高
松
市
田
村
町
１
１
１
４
）

　②
高
松
養
護
学
校

　（
高
松
市
田
村
町
１
０
９
８
）

　③
香
川
中
部
養
護
学
校

　（
高
松
市
田
村
町
７
８
４
）

※
障
が
い
者
月
間
ポ
ス
タ
ー
作
品

　展
・
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

　ト（
13
時
〜
14
時
）も
同
時
開
催

【
問
合
せ
】

　香
川
県
高
齢
・
障
害
者

　
　
　
　
　雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
２
０
５
１

■
香
川
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　香
川
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
23

年
10
月
５
日
か
ら
『
時
間
額
６
６

７
円
』
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
や
パ

ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定

の
産
業
（
①
冷
凍
調
理
食
品
製
造

業
、
②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産

用
機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具

製
造
業
、
③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
、
④

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
）
に
つ
い
て
は
、
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

『
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
　
　使
用
者
も

　労
働
者
も
』

【
問
合
せ
】

　香
川
労
働
局
賃
金
室

　☎
０
８
７
‐
８
１
１
‐
８
９
１
９

　今は元気に問題なく生活できているけど、お金の管理が出来なく
　なったらどうしよう・・・。悪質商法にだまされてしまうんじゃ
　ないだろうか・・・と、不安に思うことはありませんか？
　今回は、そんな不安を安心にかえる制度等をご紹介します。

●日常生活自立支援事業
　福祉サービスの利用手続きや生活費の管理が一人では難しい方を支援する事業です。多度津町社会福祉協議会の
　「生活支援員」が訪問して、日常生活の困りごとの相談を受けながら、預貯金からの生活費の出金の支援などを
　します。
●成年後見制度
　判断能力が不十分な方に対し、家庭裁判所が選任した「後見人等」が「財産の管理」「契約の代理や取消」「介護
　・医療へのサポート」などを行います。「後見人等」には配偶者や子などの親族もなることができます。
　また、今はしっかりしているが将来の財産管理等が不安な方の場合は、将来自分の代理人として法律行為をして
　もらう人を自分で選び、支援してもらいたい内容を決めておくこともできます。

【問合せ】福祉保健課（☎３３－４４８８）、社会福祉協議会（☎３２－８５０１）、地域包括支援センター（☎３３－１１３８）

「安心せいかつのススメ」「安心せいかつのススメ」「安心せいかつのススメ」

h
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w
w
.tow

n
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otsu

.
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ag
aw
a.jp/

（水）
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憩
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た
か
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ら

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は、
高齢者の方に関する生活上の悩みや困りご
との相談窓口です。
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国民年金で免除された保険料の納付について 【問合せ】善通寺年金事務所　☎62－1660

　国民年金保険料を免除された期間の基礎年金を受ける資格は、保険料を全額納めた場合と同じです。
　ただし、老齢基礎年金の場合は、保険料を全額納めた場合の年金額に対して、全額免除期間は２分の１、四分の三免除
期間は８分の５、半額免除期間は４分の３、四分の一免除期間は８分の７で計算されます。
　なお、平成２１年３月以前については、全額免除期間は３分の１、四分の三免除期間は２分の１、半額免除期間は３分
の２、四分の一免除期間は６分の５で計算されます。

※学生納付特例・若年者納付猶予で全額免除された期間は、老齢基礎年金額の計算には反映されません。

●免除期間については、１０年以内であれば保険料を追納して満額の老齢基礎年金に近づけることができます。
　保険料免除期間（年度）に対する平成２３年度の追納保険料額は、次の表のとおりです。

　※保険料の追納には納付書が必要
　　ですので、住所地を管轄する年
　　金事務所へ納付書の発行をお申
　　し込みください。

　※追納の順番は、先に免除された
　　期間からですが、学生納付特例
　　・若年者納付猶予の期間は先に
　　追納することもできます。

※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、１２月２９日（木）に可燃ごみの特別収集を実施します。
※１区～８区、桜川団地、寿町、県営多度津団地、四箇地区は、１２月３０日（金）に可燃ごみの特別収集を実施します。

15,350円
14,760円
14,540円
14,340円
14,380円
14,440円
14,470円
14,580円
14,660円
15,100円

―
―
―
―
―

10,830円
10,840円
10,940円
10,990円
11,320円

―
7,380円
7,270円
7,170円
7,190円
7,220円
7,230円
7,290円
7,330円
7,550円

―
―
―
―
―

3,610円
3,610円
3,640円
3,660円
3,770円

免除された年度

平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度

追納保険料額
全額免除　　　四分の三免除　　　　半額免除　　　  四分の一免除

多度津町上下水道課からお知らせ　　　　 ☎３３－１３００

「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」
【Ｑ１】蛇口のパッキン（節水コマ）はどこにありますか？
【Ａ１】上下水道課では、一人につき二個まで無料で差し上げています。「健康フェスタ」の展示で見られた方もいると思い
　　　　ますが、目に見えて節水に効果がありますので、交換したい方はお越し下さい。（※レバー式は交換不可） 
【Ｑ２】多度津町の水源に占める香川用水の割合はどのくらいですか？
【Ａ２】多度津町の水源は、香川用水：浅井戸（平渕浄水場）：深井戸（北鴨浄水場）の三水源で、その比率は３８：４８：
　　　　１４となっています。後者二つの自己水源の比率の高さが、渇水に強い多度津町を象徴しています。
【Ｑ３】蛇口から出る水はそのまま飲めますか？
【Ａ３】もちろん大丈夫です。昔から多度津町の水道水は、良質で大変おいしいと言われています。試しにペットボトルに水
　　　　を汲んで一晩冷やしたあと、市販のミネラルウォーターと飲み比べてみて下さい。そのおいしさに気づかれることと
　　　　思います。
【Ｑ４】仕事の関係で平日の１７時１５分までには役場窓口に行けそうにないのですが・・・。
【Ａ４】事前にご連絡・ご相談いただければ、平日の１９時ごろまでと土日の昼間でも料金の支払いや各種手続きができます。
【Ｑ５】「使用水量お知らせ票」をなくしたのですが、再発行できますか？
【Ａ５】当月分のものであれば月末まで可能です。前月以前の「使用水量お知らせ票」は再発行で
　　　　きませんので、翌月お知らせ票の口座振替済欄または領収書にてご確認ください。各種申
　　　　請で必要な方や、年間を通して使用水量を把握したい方には、納付証明書を発行します。

★今回でこの「上下水道課からのお知らせ」も第５回目となりました。
　これまでの「Ｑ＆Ａ」は、広報２・４・５・８月号に掲載していますので、時間のある
　時に読み返して頂ければと思います。
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国民年金で免除された保険料の納付について 【問合せ】善通寺年金事務所　☎62－1660

　国民年金保険料を免除された期間の基礎年金を受ける資格は、保険料を全額納めた場合と同じです。
　ただし、老齢基礎年金の場合は、保険料を全額納めた場合の年金額に対して、全額免除期間は２分の１、四分の三免除
期間は８分の５、半額免除期間は４分の３、四分の一免除期間は８分の７で計算されます。
　なお、平成２１年３月以前については、全額免除期間は３分の１、四分の三免除期間は２分の１、半額免除期間は３分
の２、四分の一免除期間は６分の５で計算されます。

※学生納付特例・若年者納付猶予で全額免除された期間は、老齢基礎年金額の計算には反映されません。

●免除期間については、１０年以内であれば保険料を追納して満額の老齢基礎年金に近づけることができます。
　保険料免除期間（年度）に対する平成２３年度の追納保険料額は、次の表のとおりです。

　※保険料の追納には納付書が必要
　　ですので、住所地を管轄する年
　　金事務所へ納付書の発行をお申
　　し込みください。

　※追納の順番は、先に免除された
　　期間からですが、学生納付特例
　　・若年者納付猶予の期間は先に
　　追納することもできます。

※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、１２月２９日（木）に可燃ごみの特別収集を実施します。
※１区～８区、桜川団地、寿町、県営多度津団地、四箇地区は、１２月３０日（金）に可燃ごみの特別収集を実施します。

15,350円
14,760円
14,540円
14,340円
14,380円
14,440円
14,470円
14,580円
14,660円
15,100円

―
―
―
―
―

10,830円
10,840円
10,940円
10,990円
11,320円

―
7,380円
7,270円
7,170円
7,190円
7,220円
7,230円
7,290円
7,330円
7,550円

―
―
―
―
―

3,610円
3,610円
3,640円
3,660円
3,770円

免除された年度

平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度

追納保険料額
全額免除　　　四分の三免除　　　　半額免除　　　  四分の一免除

多度津町上下水道課からお知らせ　　　　 ☎３３－１３００

「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」
【Ｑ１】蛇口のパッキン（節水コマ）はどこにありますか？
【Ａ１】上下水道課では、一人につき二個まで無料で差し上げています。「健康フェスタ」の展示で見られた方もいると思い
　　　　ますが、目に見えて節水に効果がありますので、交換したい方はお越し下さい。（※レバー式は交換不可） 
【Ｑ２】多度津町の水源に占める香川用水の割合はどのくらいですか？
【Ａ２】多度津町の水源は、香川用水：浅井戸（平渕浄水場）：深井戸（北鴨浄水場）の三水源で、その比率は３８：４８：
　　　　１４となっています。後者二つの自己水源の比率の高さが、渇水に強い多度津町を象徴しています。
【Ｑ３】蛇口から出る水はそのまま飲めますか？
【Ａ３】もちろん大丈夫です。昔から多度津町の水道水は、良質で大変おいしいと言われています。試しにペットボトルに水
　　　　を汲んで一晩冷やしたあと、市販のミネラルウォーターと飲み比べてみて下さい。そのおいしさに気づかれることと
　　　　思います。
【Ｑ４】仕事の関係で平日の１７時１５分までには役場窓口に行けそうにないのですが・・・。
【Ａ４】事前にご連絡・ご相談いただければ、平日の１９時ごろまでと土日の昼間でも料金の支払いや各種手続きができます。
【Ｑ５】「使用水量お知らせ票」をなくしたのですが、再発行できますか？
【Ａ５】当月分のものであれば月末まで可能です。前月以前の「使用水量お知らせ票」は再発行で
　　　　きませんので、翌月お知らせ票の口座振替済欄または領収書にてご確認ください。各種申
　　　　請で必要な方や、年間を通して使用水量を把握したい方には、納付証明書を発行します。

★今回でこの「上下水道課からのお知らせ」も第５回目となりました。
　これまでの「Ｑ＆Ａ」は、広報２・４・５・８月号に掲載していますので、時間のある
　時に読み返して頂ければと思います。
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健康フェスタ・ねんりんピック健康フェスタ・ねんりんピックTopicsまちかどズームまちかどズーム

● 『ねんりんピック２０１1　ｉｎ　多度津』● 『ねんりんピック２０１1　ｉｎ　多度津』

●『健康フェスタ２０１1　ｉｎ　たどつ』●『健康フェスタ２０１1　ｉｎ　たどつ』
　１０月２３日（日）、多度津町健康づくり推進協議会（加藤哲士会長）およ
び多度津町主催による『健康フェスタ』が、「一人の笑顔がみんなの笑顔」を
テーマに、町内外から約３０の協力団体の参加のもと、町民健康センターで開
催されました。
　健康・健口相談や、肺年齢・骨密度・血流・体力測定などの健康に関するコ
ーナーでは、各測定結果による生活習慣の改善点や、日頃から気になっていた
こと・関心があったことを気軽に相談され、真摯に医師の話に耳を傾ける姿な
ど、来場された皆さんの健康に対する関心の高さがうかがえました。
　クイズや製作・遊びコーナーでは、お母さんと一緒に楽しそうに遊んでいる
お子さんや、各種バザーや試食コーナー、各団体の活動展では、友だち同士や
家族連れの多くの入場者で賑わっていました。
　来場された皆さんは、ご自身やご家族の健康・生活習慣について、改めて見
直す良い機会になったようです。（来場者数１，１５０名）

　１０月２６日（水）、高齢者の相互の親睦と健康維持を目的とした『ねんりん
ピック』（金子正仁大会会長）が、町民体育館で開催され、約５００名が参加し
ました。
　５つのチームに分かれて、毅然とした入場行進を行った参加者の皆さんは、合
同体操で十分に体をほぐした後、紅白玉入れやパン食い競争、輪投げや風船割り
競争など、様々な競技に挑戦されました。
　目隠しをした状態で、メンバー交代しながら目や口などを描き入れる「ふくわ
らい競争」では、自分が描いた顔の絵を見て、思わず吹き出してしまう選手もい
ました。
　応援席からは、選手への温かい声援や明るい笑い声が沸き起こり、会場内は和
やかな雰囲気に包まれていました。
　参加者の皆さんは、チーム内での団結を固めつつ、他のチームとの交流を深め
ながら、心地よい汗を流され、さわやかな秋の一日を満喫されたようです。

　１０月７日、丸亀税務署による租税教室が、白方
小学校（川原留美子校長）で行われました。
　町税務課職員より税金の種類や使われ方などの
説明を聞いたり、税
金に関するビデオを
見て、児童の皆さん
は『税』についての
理解を深められたよ
うです。

　㈳多度津町シルバー人材センターによる『たどつ
シルバーフェア』が、シルバー人材センター事務所
内および町職員駐車場周辺を会場に、今年も開催さ
れました。　
　当日は、うどんや漬物・花や植木などの物品販売
をはじめ、フリーマーケットやシルバー会員の作品
展も行われました。また、会員の皆さんが育てた『い
ちじく』はとても人気があり、この日を楽しみにし
ていたお客さんもいました。
　先着順で記念品や苗木、お子さんには風船のプレ
ゼントもあり、家族連れやご近所の方と一緒に来ら
れたお客さんで賑わっていました。

『たどつシルバーフェア』開催●

　１０月６日、多聞院保育所の園児（３・４・５歳
児）が、園内の畑で育てた『さつまいも』を収穫し
ました。
　いものつるをのけ、土の中から大きなものから小
さなものまで、様々な大きさの『さついまいも』が
出てくると歓声をあげていました。１・２歳児も見
学し、楽しい収穫となりました。
　後日、クッキング保育で“スイート・ポテト”を
作りました。

● 多聞院保育所　
　『さつまいも』を収穫

● 幼稚園・小学校で『稲刈り体験』● 白方小学校で租税教室

　町内の幼稚園・小学校では、地域の方々のご協力の
もと、鎌の使い方・稲刈りのコツを教わりながら、稲
刈り体験を行いました。
　田植えから稲の生長を見まもってきた園児・児童の
皆さんは、大きく実った稲穂を見てとても嬉しそうで
した。また、「小さな苗から育てた稲を、今から刈る
と思うと少し寂しい気持ちもある」という児童もいま
した。
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　多度津高校電気科の生徒が半年
かけて作成した、全自動紙飛行機
発射装置『とびお君』で、多度津
幼稚園児の皆さんが、自分で折っ
た紙飛行機を飛ばしました。
　この装置は、発射台のレール上の定位置に紙飛行
機を置き、「発射ボタン」を押すと、自動的に紙飛
行機が装置の先端まで運ばれ、カウントダウンの音
声が流れた後、紙飛行機を発射させるもので、１０
ｍ以上も飛んだ紙飛行機もありました。園児の皆さ
んは、「すごく遠くまで飛んだ！」「列車のように
勝手に動くのが不思議」と大喜びしながら、『とび
お君』と仲良く遊びました。

　第２回は、「四国計測工業㈱製造事業本部多度津工場」を訪問しました。昭和２６年に電力量計の整備・
調整を行う会社として創業した四計は、現在では半導体の製造や試験装置、発電所の中央監視操作システム
や配電自動化システムなど、多方面の事業を展開しています。
　今回取材したのは、どこの家庭にも必ずひとつある電力量計
（円板がくるくる回っているあのメーター）です。電力量計は
１０年に一度工場に集められて、分解整備されて検定をうけて
いることをご存じですか？高橋博子さん（52）は、電力量計の
歯車調整の仕事を１２年されています。電力量計は精密な機械
で、なかでも歯車の噛み合わせはコンマ数ミリの微妙な取付作
業なので、機械ではとうてい代用できません。高橋さんも自分
が納得できるようになったのは最近だということです。
　私も歯車を合わせる作業を体験させてもらいましたが、とて
も難しかったです。

　多度津町カラオケ同好会連絡協議会（小田謙次会長）の
主催により、『第２１回さようなら七夕カラオケコンサー
ト』が、１０月１６日、町民会館にて開催されました。
　七夕の時期に行われてきたこのコンサートも、多くの方
に惜しまれつつ今年で最後。６０人（組）を超える出場者
の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮し、自慢の美声を会
場内に響かせ、観客席からの大きな声援や拍手にこたえて
いました。
　ラストは、出場者と観客席の皆さん全員で「青い山脈」
を歌い、その名残りを惜しみながらも、一体感のある明る
く元気な歌声に会場が包まれていました。

　１０月１３日、白方幼稚園児の皆さんが、老人会の
方々と一緒に『いも掘り』を体験しました。
　「野菜の収穫を通して、食べることの大切さを感じ
てほしい」と、園内の畑で育てた色々な野菜の収穫を
行っていますが、この日は、さつまいもの収穫とブロ
ッコリーの苗植えをしました。
　園児の皆さんは長いつるを握り、精いっぱい持ち上
げて「こんなに大きいのがとれた」と友だち同士で楽
しそうに見せあっていました。

多高生が聞く…『多度津の技』●

　また、一つの電力量計を多数の人で
作るので、一人一人の協調性とチーム
ワークがとても大切だとも話してくれ
ました。
　今年は電力不足が話題になり電気の
大切さを感じた夏でした。私たちが安
心して電気を使えるのも大勢の人の経
験と技が支えてくれているからだと思
います。
　　　　　（取材：多度津高校写真部）

● もっと元気あふれる町にしたい！　『多度津フェスティバル』開催！！

● 多度津高校ウエイトリフティング部
　『山口国体』にて大活躍

● 白方幼稚園児が『いも掘り』● 全自動紙飛行機発射装置『とびお君』 ● さようなら七夕カラオケコンサート

　第６６回国民体育大会『山口国体』に出場された、
多度津高校ウエイトリフティング部の３名が、結果報
告に町役場に訪問されました。
　総合第１位の多田佳弘さんは、９月の訪問時に宣言
されたとおり、国体で優勝を飾られ「これから出場す
る大会は全て優勝します」と語られました。また好成
績を収められた総合第６位の石井一樹さん、総合第７
位の合田玄軌さんも「大学に進学しても、また社会人
になってもウエイトリフティングを続けたいと思いま
す」と話されました。

『多度津フェスティバル』（主催：多度津フェスティバル実行委員会）が、１０月３０日、町民会館を会場に、盛大
に開催されました。
　雨天のため、中止になったイベントもありましたが、獅子舞ナンバーワンを決定する“獅子－１グランプリ”や“スト
リートダンス選手権”が行われ、出場者の方々は会場内を大いに盛り上げていました。
　また“四国のＢ級グルメ”および各企業・団体によるグルメ屋台では、行列ができるほどの大盛況ぶりでした。
　マウンテンバイクのデモンストレーションでは、小雨が降るコンディションにも関わらず、素晴らしいパフォーマ
ンスで、家族連れや子どもたちの目を釘付けにしていました。
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しそうに見せあっていました。

多高生が聞く…『多度津の技』●

　また、一つの電力量計を多数の人で
作るので、一人一人の協調性とチーム
ワークがとても大切だとも話してくれ
ました。
　今年は電力不足が話題になり電気の
大切さを感じた夏でした。私たちが安
心して電気を使えるのも大勢の人の経
験と技が支えてくれているからだと思
います。
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されたとおり、国体で優勝を飾られ「これから出場す
る大会は全て優勝します」と語られました。また好成
績を収められた総合第６位の石井一樹さん、総合第７
位の合田玄軌さんも「大学に進学しても、また社会人
になってもウエイトリフティングを続けたいと思いま
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『多度津フェスティバル』（主催：多度津フェスティバル実行委員会）が、１０月３０日、町民会館を会場に、盛大
に開催されました。
　雨天のため、中止になったイベントもありましたが、獅子舞ナンバーワンを決定する“獅子－１グランプリ”や“スト
リートダンス選手権”が行われ、出場者の方々は会場内を大いに盛り上げていました。
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離乳食講習会（平成23年７～８月生まれ）、３歳児健診（平成20年５      

月生まれ）、１歳６か月児健診（平成22年４～５月生まれ）、乳幼児健      

康相談（平成23年２月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／福セ＝福祉センター／白公＝白方地区公民館      

／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民館      

19 18

※『林求馬邸』開館日は、12月４日（日）、１月８日（日）です。

保健だより保健だより 12月の予定12月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

　　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあり、

　いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。

　インフルエンザの予防には、予防接種が効果的です。

　接種から効果が出るまでに２週間程度かかりますので、

　早めに接種を済ませましょう。

　　基礎疾患のある方、子ども、高齢者の方は、インフル

　エンザにかかると重症化する恐れがあります。普段から

　感染予防を心がけ、「インフルエンザにかかったかな？」

　と思ったら、早めに受診しましょう。

【インフルエンザの主な症状】

　　突然の高熱、咳、のどの痛み、だるさ、頭痛、筋肉痛

　や関節痛などの症状があれば、感染が疑われます。

【インフルエンザの感染予防】

　①手洗い：指の間や手首等も忘れずに洗いましょう。

　②うがい：外出後は忘れずに行いましょう。

　③マスク：ウイルスを吸い込むこ

　　　　　　とで感染します。

　　　　　　マスクの着用と共に咳

　　　　　　エチケットも忘れずに！

●高齢者インフルエンザ予防接種

　　６５歳以上の高齢者と６０歳以上の特定該当者の方は、

　自己負担金１，０００円で予防接種を受けられます。

　※予診票は町内の医療機関に置いています。町外での接

　　種を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡

　　ください。予診票を発行します。

　※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方

　　は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

13:30-15:00

9:30-12:00

13:30-15:00

9:30-12:00

9:30-12:00

13:30-14:30

13:00-14:30

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

9:00-16:00

9:00-11:00

9:30-12:00

13:30-15:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:30

10:00-11:30

9:30-10:30

１日(木)

２日(金)

６日(火)

７日(水)

８日(木)

９日(金)

11日(日)

12日(月)

13日(火)

14日(水)

15日(木)

16日(金)

18日(日)

19日(月)

20日(火)

21日(水)

22日(木)

健セ

福セ

白公

豊婦

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

白公

健セ

福セ

福セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

離乳食講習会   

多度津地区母子愛育班   

　「コサージュづくり」   

生活習慣病予防相談   

豊原地区母子愛育班   

　「クリスマス料理教室」   

のびのび広場   

３歳児健診   

医師による糖尿病予防講演会      

生活習慣病予防相談  

マタニティ教室「沐浴実習」   

健康づくりセミナー   

１歳６か月児健診   

こども相談（要予約）   

ことばの相談（要予約）   

白方地区母子愛育班   

　「クリスマス料理教室」   

歯ッピー教室①   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談   

大腸がん無料クーポン検診      

大腸がん無料クーポン検診   

食改会長・副会長会   

親子ふれあい広場   

　「保育士さんと遊ぼう」   

乳幼児健康相談・ブックスタート   

行　　事 時　間 場所

納期限

12月27日（火） 固定資産税・都市計画税

国民健康保険税・介護保険料

後期高齢者医療保険料

３期

５期

６期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   12月11日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

３日、４日、10日、11日、17日、18日、
23日～25日、12月29日～１月３日

５日、12日、19日、23日、26日、
12月28日～１月４日

６日、13日、20日、27日、
12月29日～１月３日

６日、13日、20日、27日、
12月29日～１月４日

５日、12日、19日、26日、
12月29日～１月３日

５日、12日、19日、24日、26日、
12月29日～１月４日

くるみクリニック

善紀クリニック

秋 山 医 院

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

嶋田耳鼻咽喉科

し お か ぜ 病 院

加 藤 整 形 外 科

氏 家 内 科

（北鴨２）

（ 西 浜 ）

（仲ノ町）

（本通２）

（堀江１）

（幸　町）

（堀江４）

（堀江１）

（京　町）

12月４日

12月11日

12月18日

12月23日

12月25日

12月31日

１月１日

１月２日

１月３日

☎58-5050

☎32-7171

☎32-8326

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8711

☎33-2545

☎32-8006

☎32-2635

　　今年度実施した特定健診ですが、「健康だから受けな

　くても大丈夫」「忘れていた」と健診を受けられていな　

　い方にもう１度ご案内します！健診は自分の生活を振り

　返るチャンスです。自分のため、家族のため、そして将

　来のために健診を受けましょう！

　　国保加入者で今年度健診未受診の方を対象に、次の日

　程で特定健診を実施しますので、受診希望の方は、１２

　月１６日（金）までに住民課または保健センターへお申

　込みください。

　【実施期間】１２月　１日（木）～１２月２４日（土）

　【対 象 者】４０～７４歳（国保加入者で健診未受診者）

　【自己負担金】８００円

　※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方

　　は、自己負担金が免除になります。受診前に住民課ま

　　たは保健センターで申請手続きを行ってください。

　【持ち物】　

　　①特定健康診査受診券　②特定健康診査質問票

　　③自己負担金　④健康保険証　⑤健康手帳（お持ちの方）

　【健診実施医療機関】　

　　秋山医院・氏家内科・加藤病院・加藤整形外科・河内

　　病院・くるみクリニック・桃陵クリニック・三宅医院・

　　三宅病院・山本医院・高見診療所・佐柳診療所

『特定健診未受診者健診を行います』■

感染性胃腸炎（ノロウイルス）対策■

『食』をとおして心も体も豊かに
　　　～みんなですすめるたどつの食育～
■

　　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は通常１１月くらい

　から発生件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生の

　ピークになると言われています。

【感染性胃腸炎の感染予防】

　①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）して調理する。

　②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。

　③手指についたノロウイルスにより感染することがある

　　ため、調理や食事の前はもちろん、こまめに手を洗う。

　④嘔吐物を処理するときは、直接手で触れず、手袋を用

　　いて取り除き、ビニール袋に入れてしばって捨てる。

■インフルエンザ対策『感染防止』に努めましょう!! 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

12月15日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

12月５日（月）特設相談
　10:00-12:00
12月20日（火）
　10:00-15:00

12月20日（火）
　10:00-15:00

12月22日（木）
　13:30-16:30

12月15日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 12月21日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 12月16日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

　　大腸がん無料クーポン検診（今年度４１～６１歳の節

　目年齢の方を対象）を９月末に実施しましたが、未受診

　者の方は次の日程で再度実施しますので、ぜひ受診しま

　しょう。

【対象者】今年度４１、４６、５１、５６、６１歳になる方

【検体提出日時】１２月１８日(日)および１９日（月）

　　　　　　　　／９時３０分～１１時

【検体提出場所】保健センター

　※対象者のうち、検体容器等をお持ちでない方は、保健

　　センターまでご連絡ください。

■『大腸がん無料クーポン検診（未受診者検診）』

　●マタニティ教室『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

　　　妊婦体験も実施します。お父さんやご家族の方も是非

　　ご参加ください。

　　【日　時】１２月１１日（日）／９時30分～11時30分

　●のびのび広場

　　　プレイルームを開放します。子ども達の遊び場や、お

　　母さんのおしゃべりの場として遊びに来てください。

　　【日　時】１２月　７日（水）／９時30分～12時

　●親子ふれあい広場

　　　遊びの広場を開催します。今月は保育士さんと一緒に

　　親子で楽しく遊びましょう！ 

　　【日　時】１２月２１日（水）／10時～11時30分

　　※いずれも場所は、町民健康センター１階です。なお、

　　　のびのび広場・親子ふれあい広場では、お子さんの体

　　　重や身長などの計測、育児相談も同時に行っています。

　●多度津町自治連合会の取り組み

　　作物の栽培体験などについて、他の団体と協力しながら

　　食育の普及啓発に努めます。

　●香川県農業協同組合多度津支店の取り組み

　　現在、県内の生産量の約３割を占め

　　ているミニトマトをつかったジャム

　　を手作りし、販売しています。今後

　　は他の多度津町特産の野菜などを利

　　用した加工品の開発に取り組みます。

親子ですくすく　大きく育て！■
 みんなでいきいき健康づくり！ みんなでいきいき健康づくり！

●医師による健康講演会

　　『糖尿病　本当の怖さとその対策』

　　　　　　 講師：岩本内科医院　岩本　正博先生

　【日　時】１２月　９日（金）／13時～14時30分

●健康づくりセミナー（第６回目）

　　『身体の中から健康づくり

　　　～食べる効果について～』

　　　　　　  講師：香川短期大学　次田　一代先生

　【日　時】１２月１２日（月）／13時30分～15時

　【場　所】町民健康センター２階　多目的ホール

　※いずれも参加希望の方は、事前に保健センターまで

　　お申し込みください。



離乳食講習会（平成23年７～８月生まれ）、３歳児健診（平成20年５      

月生まれ）、１歳６か月児健診（平成22年４～５月生まれ）、乳幼児健      

康相談（平成23年２月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／福セ＝福祉センター／白公＝白方地区公民館      

／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民館      
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※『林求馬邸』開館日は、12月４日（日）、１月８日（日）です。

保健だより保健だより 12月の予定12月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

　　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあり、

　いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。

　インフルエンザの予防には、予防接種が効果的です。

　接種から効果が出るまでに２週間程度かかりますので、

　早めに接種を済ませましょう。

　　基礎疾患のある方、子ども、高齢者の方は、インフル

　エンザにかかると重症化する恐れがあります。普段から

　感染予防を心がけ、「インフルエンザにかかったかな？」

　と思ったら、早めに受診しましょう。

【インフルエンザの主な症状】

　　突然の高熱、咳、のどの痛み、だるさ、頭痛、筋肉痛

　や関節痛などの症状があれば、感染が疑われます。

【インフルエンザの感染予防】

　①手洗い：指の間や手首等も忘れずに洗いましょう。

　②うがい：外出後は忘れずに行いましょう。

　③マスク：ウイルスを吸い込むこ

　　　　　　とで感染します。

　　　　　　マスクの着用と共に咳

　　　　　　エチケットも忘れずに！

●高齢者インフルエンザ予防接種

　　６５歳以上の高齢者と６０歳以上の特定該当者の方は、

　自己負担金１，０００円で予防接種を受けられます。

　※予診票は町内の医療機関に置いています。町外での接

　　種を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡

　　ください。予診票を発行します。

　※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方

　　は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

13:30-15:00

9:30-12:00

13:30-15:00

9:30-12:00

9:30-12:00

13:30-14:30

13:00-14:30

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

9:00-16:00

9:00-11:00

9:30-12:00

13:30-15:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:30

10:00-11:30

9:30-10:30

１日(木)

２日(金)

６日(火)

７日(水)

８日(木)

９日(金)

11日(日)

12日(月)

13日(火)

14日(水)

15日(木)

16日(金)

18日(日)

19日(月)

20日(火)

21日(水)

22日(木)

健セ

福セ

白公

豊婦

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

白公

健セ

福セ

福セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

離乳食講習会   

多度津地区母子愛育班   

　「コサージュづくり」   

生活習慣病予防相談   

豊原地区母子愛育班   

　「クリスマス料理教室」   

のびのび広場   

３歳児健診   

医師による糖尿病予防講演会      

生活習慣病予防相談  

マタニティ教室「沐浴実習」   

健康づくりセミナー   

１歳６か月児健診   

こども相談（要予約）   

ことばの相談（要予約）   

白方地区母子愛育班   

　「クリスマス料理教室」   

歯ッピー教室①   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談   

大腸がん無料クーポン検診      

大腸がん無料クーポン検診   

食改会長・副会長会   

親子ふれあい広場   

　「保育士さんと遊ぼう」   

乳幼児健康相談・ブックスタート   

行　　事 時　間 場所

納期限

12月27日（火） 固定資産税・都市計画税

国民健康保険税・介護保険料

後期高齢者医療保険料

３期

５期

６期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   12月11日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

３日、４日、10日、11日、17日、18日、
23日～25日、12月29日～１月３日

５日、12日、19日、23日、26日、
12月28日～１月４日

６日、13日、20日、27日、
12月29日～１月３日

６日、13日、20日、27日、
12月29日～１月４日

５日、12日、19日、26日、
12月29日～１月３日

５日、12日、19日、24日、26日、
12月29日～１月４日

くるみクリニック

善紀クリニック

秋 山 医 院

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

嶋田耳鼻咽喉科

し お か ぜ 病 院

加 藤 整 形 外 科

氏 家 内 科

（北鴨２）

（ 西 浜 ）

（仲ノ町）

（本通２）

（堀江１）

（幸　町）

（堀江４）

（堀江１）

（京　町）

12月４日

12月11日

12月18日

12月23日

12月25日

12月31日

１月１日

１月２日

１月３日

☎58-5050

☎32-7171

☎32-8326

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8711

☎33-2545

☎32-8006

☎32-2635

　　今年度実施した特定健診ですが、「健康だから受けな

　くても大丈夫」「忘れていた」と健診を受けられていな　

　い方にもう１度ご案内します！健診は自分の生活を振り

　返るチャンスです。自分のため、家族のため、そして将

　来のために健診を受けましょう！

　　国保加入者で今年度健診未受診の方を対象に、次の日

　程で特定健診を実施しますので、受診希望の方は、１２

　月１６日（金）までに住民課または保健センターへお申

　込みください。

　【実施期間】１２月　１日（木）～１２月２４日（土）

　【対 象 者】４０～７４歳（国保加入者で健診未受診者）

　【自己負担金】８００円

　※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方

　　は、自己負担金が免除になります。受診前に住民課ま

　　たは保健センターで申請手続きを行ってください。

　【持ち物】　

　　①特定健康診査受診券　②特定健康診査質問票

　　③自己負担金　④健康保険証　⑤健康手帳（お持ちの方）

　【健診実施医療機関】　

　　秋山医院・氏家内科・加藤病院・加藤整形外科・河内

　　病院・くるみクリニック・桃陵クリニック・三宅医院・

　　三宅病院・山本医院・高見診療所・佐柳診療所

『特定健診未受診者健診を行います』■

感染性胃腸炎（ノロウイルス）対策■

『食』をとおして心も体も豊かに
　　　～みんなですすめるたどつの食育～
■

　　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は通常１１月くらい

　から発生件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生の

　ピークになると言われています。

【感染性胃腸炎の感染予防】

　①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）して調理する。

　②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。

　③手指についたノロウイルスにより感染することがある

　　ため、調理や食事の前はもちろん、こまめに手を洗う。

　④嘔吐物を処理するときは、直接手で触れず、手袋を用

　　いて取り除き、ビニール袋に入れてしばって捨てる。

■インフルエンザ対策『感染防止』に努めましょう!! 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

12月15日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

12月５日（月）特設相談
　10:00-12:00
12月20日（火）
　10:00-15:00

12月20日（火）
　10:00-15:00

12月22日（木）
　13:30-16:30

12月15日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 12月21日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 12月16日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

　　大腸がん無料クーポン検診（今年度４１～６１歳の節

　目年齢の方を対象）を９月末に実施しましたが、未受診

　者の方は次の日程で再度実施しますので、ぜひ受診しま

　しょう。

【対象者】今年度４１、４６、５１、５６、６１歳になる方

【検体提出日時】１２月１８日(日)および１９日（月）

　　　　　　　　／９時３０分～１１時

【検体提出場所】保健センター

　※対象者のうち、検体容器等をお持ちでない方は、保健

　　センターまでご連絡ください。

■『大腸がん無料クーポン検診（未受診者検診）』

　●マタニティ教室『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

　　　妊婦体験も実施します。お父さんやご家族の方も是非

　　ご参加ください。

　　【日　時】１２月１１日（日）／９時30分～11時30分

　●のびのび広場

　　　プレイルームを開放します。子ども達の遊び場や、お

　　母さんのおしゃべりの場として遊びに来てください。

　　【日　時】１２月　７日（水）／９時30分～12時

　●親子ふれあい広場

　　　遊びの広場を開催します。今月は保育士さんと一緒に

　　親子で楽しく遊びましょう！ 

　　【日　時】１２月２１日（水）／10時～11時30分

　　※いずれも場所は、町民健康センター１階です。なお、

　　　のびのび広場・親子ふれあい広場では、お子さんの体

　　　重や身長などの計測、育児相談も同時に行っています。

　●多度津町自治連合会の取り組み

　　作物の栽培体験などについて、他の団体と協力しながら

　　食育の普及啓発に努めます。

　●香川県農業協同組合多度津支店の取り組み

　　現在、県内の生産量の約３割を占め

　　ているミニトマトをつかったジャム

　　を手作りし、販売しています。今後

　　は他の多度津町特産の野菜などを利

　　用した加工品の開発に取り組みます。

親子ですくすく　大きく育て！■
 みんなでいきいき健康づくり！ みんなでいきいき健康づくり！

●医師による健康講演会

　　『糖尿病　本当の怖さとその対策』

　　　　　　 講師：岩本内科医院　岩本　正博先生

　【日　時】１２月　９日（金）／13時～14時30分

●健康づくりセミナー（第６回目）

　　『身体の中から健康づくり

　　　～食べる効果について～』

　　　　　　  講師：香川短期大学　次田　一代先生

　【日　時】１２月１２日（月）／13時30分～15時

　【場　所】町民健康センター２階　多目的ホール

　※いずれも参加希望の方は、事前に保健センターまで

　　お申し込みください。



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

2
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年賀状の準備は 万全ですか！？　
　あなただけの年賀状！ぜひご参考にしてください。

目　次
●　人事行政の運営等の状況・・・・・・・・・２～４Ｐ

●　町の財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・５Ｐ

●　文化教養・スポーツ・・・・・・・・・・・６～７Ｐ

●　親切・人権・・・・・・・・・・・・・・・・・８Ｐ

●　お知らせ・募集・・・・・・・・・・・・９～１３Ｐ

●　ねんりんピック・健康フェスタ・・・・・・・１４Ｐ

●　まちかどズーム・・・・・・・・・・・１５～１７Ｐ

●　１２月の予定　・・・・・・・・・・・・・・１８Ｐ

●　保健だより　・・・・・・・・・・・・・・・１９Ｐ

●　図書館だより　・・・・・・・・・・・・・・２０Ｐ

１１月１日（火）、図書館の仕事の裏舞台も見てもらいました。
みなさん一生懸命に、書架の清掃・整理に取り組んでくださいま
した。おつかれさま＆ご苦労さまでした。

・・・・・・・・・１４１冊
・・・・・・・・・・・２，０５０人
・・・・・・・・・・４，１４１冊

・・・・・１９人

■12月の行事
　★おはなし会　『ひまわり』
　　１２月１０日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１２月２１日（水）／１４時３０分～１５時
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、
　　　　　　　　　　てあそびなどをします。
　
■10月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

（関連記事・・・・・・１５Ｐ）

●   四箇小学校で古代米の稲刈り四箇小学校で古代米の稲刈り

■『職場体験』
　　四箇小学校６年生の女子６名が図書館に♪

■新着図書　ご案内

／水墨画塾編集部・誠文堂新光社
「辰を描く」 ●

／山下 秀樹・誠文堂新光社
「辰の描法」  ●

／ＳＥ編集部・翔泳社
「2012年賀状 イラスト素材集」  ●

／片岡 巌・技術評論社
「かんたん年賀状素材集」 ●

■『多度津町ＰＲ大使』に
　  香川県住みます芸人“どさけん”さん

■平成２４年「経済センサス－活動調査」

　１０月２６日、町民体育館で開催されました「ねんりん
ピック２０１１ｉｎたどつ」にて、『多度津町ＰＲ大使』
として、「どさけんさん」が任命されました。
　「どさけんさん」は、全国４７都道府県それぞれに、吉
本興業の若手芸人が住みこみ、芸人活動として個性や特技
を活かし、地域や街を良くする活動を行う「あなたの街に
住みますプロジェクト」で「香川県住みます芸人」として、
今年の５月から香川県で活動しています。

　多度津町においても、本町の文化や商工観光の振興を図
ることを目的として「どさけんさん」と一緒に、本町の魅
力を全国に発信していきたいと思います。

●平成２４年２月に実施する「経済センサス－活動調
　査」は、全ての企業・事業所を対象に、全産業分野
　の経済活動を同一時点で網羅的に把握する我が国唯
　一の調査です。
●調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の
　産業振興や商店街の活性化などの地域行政のための
　基礎資料として利活用されます。
●支社等のない事業所等には、調査員が直接伺い、調
　査票をお配りします。
●支社等を有する企業には、国、都道府県等が民間事
　業者を通じて本社等に調査票を郵送します。
●調査票は、平成２４年１月末日までにお届けします
　ので、２月１日以降に提出してください。

　　調査の趣旨・必要性を
　ご理解いただき、ご回答
　をよろしくお願いいたし
　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　経済センサスキャラクター
　　　　　（総務省・経済産業省・都道府県・市町村）

●『東日本大震災』義援金の状況
　　（平成２３年１１月１８日現在）
　◎多度津町社会福祉協議会
                 　　１，４５３，４３６ 円　　　　   
　◎多度津町役場
　　　　       １１，７４８，６５０ 円


